
“地域の光”を世界に届ける！
地域商社の挑戦
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秋
田
県
藤
里
町
で
農
業

を
営
む
淡
路
ア
ヤ
さ

ん
（
75
歳
）
が
一
人

で
つ
く
る
燻
り
大
根
の
漬
物
、

『
い
ぶ
り
が
っ
こ
』
が
都
内
の

百
貨
店
で
大
人
気
ら
し
い
。
店

頭
に
並
ぶ
と
す
ぐ
に
売
り
切
れ

て
し
ま
い
、
発
売
を
待
ち
望
む

熱
烈
な
フ
ァ
ン
も
い
る
ほ
ど
。

な
ら
ば
と
、
本
人
に
秘
伝
の

レ
シ
ピ
を
尋
ね
る
と
、「
米
ぬ
か

に
塩
と
砂
糖
、
そ
し
て
焼
酎
を

混
ぜ
て
、
燻
っ
た
大
根
を
漬
け

込
む
の
」
と
惜
し
み
な
く
答
え

て
く
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
配
合
を
真
似

て
も
、
淡
路
さ
ん
の
味
に
は
つ

い
に
辿
り
着
け
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
酸
味
や
辛
味
、
苦
味
、

塩
味
、
甘
味
な
ど
の
、
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
て
お
り
、
仮
に
も
味
の
再
現

を
試
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
淡
路

さ
ん
の
製
法
す
べ
て
を
忠
実
に

模
倣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
だ
。

淡
路
さ
ん
の
漬
物
づ
く
り
は
、

k o h a r u - b i y o r i

大
根
の
栽
培
か
ら
始
ま
る
。
８

月
に
種
を
撒
き
、
10
月
末
に
頃

合
い
を
見
て
収
穫
。
大
根
は
き

れ
い
に
洗
っ
て
室
内
に
干
し
、

ゆ
っ
く
り
と
火
で
燻
る
。
そ
し

て
１
つ
の
樽
に
70
〜
80
本
の
燻

り
大
根
を
入
れ
、
こ
れ
を
計
30

樽
用
意
し
、
２
ヵ
月
間
漬
け
込

む
の
だ
。

そ
う
い
え
ば
、
淡
路
さ
ん
。

「
美
味
し
く
な
れ
よ
」
と
念
じ

な
が
ら
、
心
を
躍
ら
せ
て
つ
く

っ
て
い
る
と
い
う
。

生
産
性
や
合
理
化
を
追
求
し

て
も
、
味
の
世
界
は
征
服
で
き

ま
い
。
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企
業
の
人
材
不
足
の
傾
向
は

増
え
て
い
る
。な
か
で
も
、中
小

企
業
庁
が
四
半
期
ご
と
に
実
施

す
る
中
小
企
業
景
況
調
査
に
よ

れ
ば
、
人
手
不
足
の
状
況
に
あ

る
と
回
答
し
た
中
小
企
業
の
数

は
過
去
５
年
で
増
加
基
調
に
あ

る
。と
り
わ
け
、２
０
１
８
年
９

月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
は
、
建

設
業
の
実
に
41
・
５
％
が
人
手

不
足
と
答
え
た
。
完
全
失
業
率

は
過
去
５
年
間
に
1.7
ポ
イ
ン
ト

出
入
国
管
理
法
改
正
案

の
目
的
は
、
人
材
確

保
の
困
難
な
業
界
に

必
要
な
技
能
を
持
っ
た
外
国
人

を
就
業
さ
せ
る
こ
と
だ
。
そ
こ

で
新
た
に
創
設
さ
れ
る
の
が
、

『
特
定
技
能
１
号
・
２
号
』
と

い
う
在
留
資
格
で
あ
る
。

特
定
技
能
１
号
の
資
格
は
、

あ
る
程
度
の
技
能
と
日
本
語
能

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
外

国
人
に
付
与
さ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
５
年
間
を
上
限
と
し
て

日
本
国
内
で
就
労
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
対
象
業
種
は
未

確
定
だ
が
、
建
設
や
介
護
、
農

業
な
ど
14
種
が
候
補
と
さ
れ
る
。

従
来
外
国
人
に
門
戸
を
開
い
て

こ
な
か
っ
た
単
純
労
働
へ
の
就

業
を
認
め
た
点
が
大
き
な
改
革

と
言
え
る
。

特
定
技
能
２
号
は
、
１
号
と

比
べ
て
よ
り
習
熟
し
た
技
能
を

求
め
る
資
格
だ
。
就
業
す
る
業

務
を
所
管
す
る
官
庁
に
よ
る
技

能
試
験
に
合
格
し
た
外
国
人
に

付
与
さ
れ
る
。
在
留
期
間
に
上

限
が
な
く
、
家
族
を
母
国
か
ら

呼
び
寄
せ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
対
象
と
な

る
業
種
は
か
な
り
限
定
さ
れ
る

よ
う
で
、
建
設
な
ど
の
５
種
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は

未
定
だ
。

低
下
し
、
雇
用
は
拡
大
傾
向
に

あ
る
が
、
中
小
企
業
の
人
不
足

は
常
態
化
し
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
こ
で
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
を
拡
大
し
、
働
き
手
の

不
足
に
対
応
し
よ
う
と
い
う
の

が
、
こ
の
た
び
の
入
管
法
改
正

の
狙
い
で
あ
る
。
実
際
、
外
国

人
は
こ
れ
ま
で
に
も
日
本
の
労

働
現
場
を
支
え
て
き
て
い
る
。

バ
ブ
ル
期
の
１
９
９
０
年
に

は
、
不
足
す
る
労
働
力
を
確
保

す
る
た
め
、
政
府
は
入
管
法
を

改
正
。
日
系
３
世
ま
で
の
外
国

人
に
日
本
在
留
資
格
を
与
え
、

活
動
に
制
限
を
設
け
ず
、
単
純

労
働
へ
の
就
業
を
認
め
た
。

93
年
に
は
、
法
務
、
外
務
、

厚
生
労
働
、
経
済
産
業
、
国
土

交
通
の
５
省
の
所
管
の
下
、『
外

国
人
技
能
実
習
制
度
』
の
運
用

が
始
ま
っ
た
。
第
１
号
技
能
実

習
は
、
単
純
労
働
を
除
く
あ
ら

ゆ
る
職
種
で
受
け
入
れ
可
能
だ

が
、在
留
期
間
は
１
年
の
み
。第

２
号
技
能
実
習
で
は
、
３
年
間

の
在
留
が
可
能
で
、
農
業
関
係

や
建
設
関
係
、
食
品
製
造
関
係

な
ど
、
80
の
職
種
で
受
け
入
れ

が
認
め
ら
れ
る
。
実
習
生
を
斡

旋
す
る
監
理
団
体
や
受
け
入
れ

企
業
が
優
良
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

第
３
号
技
能
実
習
で
、
さ
ら
に

２
年
ま
で
期
間
を
延
長
で
き
る
。

18
年
６
月
末
時
点
で
、
中
国
人

や
ベ
ト
ナ
ム
人
を
中
心
に
、
計

28
・
５
万
人
が
技
能
実
習
生
と

し
て
日
本
に
在
留
し
て
い
る
。

む
ろ
ん
、
同
制
度
は
開
発
途

上
国
の
国
民
に
技
術
研
修
の
機

会
を
与
え
る
と
い
う
国
際
貢
献

が
制
度
上
の
理
念
だ
が
、
技
能

実
習
生
の
受
け
入
れ
を
認
め
ら

れ
て
い
る
職
種
に
建
設
や
農
業

分
野
が
含
ま
れ
て
お
り
、
人
手

不
足
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
側

面
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

法
務
省
は
、
特
定
技
能
１
号

の
資
格
で
、
今
後
５
年
間
に
34

・
５
万
人
の
外
国
人
が
受
け
入

れ
ら
れ
る
と
試
算
し
て
お
り
、

人
材
不
足
に
悩
む
中
小
企
業
に

は
、
福
音
と
言
え
よ
う
。

問
わ
れ
る
企
業
の
責
任

だ
が
、
外
国
人
労
働
者
の
採

用
拡
大
に
は
課
題
も
あ
る
。

現
在
、
特
定
技
能
資
格
を
認

め
る
た
め
の
技
能
水
準
や
日
本

語
能
力
の
基
準
は
未
確
定
の
ま

ま
だ
。
政
府
は
今
後
省
令
で
定

め
て
い
く
方
針
だ
が
、
基
準
次

第
で
は
、
業
務
上
必
要
な
能
力

に
満
た
な
い
外
国
人
が
多
く
流

入
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
改
正
が
実
質
的

な
移
民
受
け
入
れ
と
の
指
摘
も

あ
る
。
在
留
期
間
に
制
限
の
な

い
特
定
技
能
２
号
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
技
能
実
習
生
と
し

て
第
３
号
技
能
実
習
ま
で
５
年

間
を
過
ご
し
た
う
え
で
特
定
技

能
１
号
に
移
行
す
れ
ば
、
外
国

人
は
最
大
10
年
間
日
本
に
在
留

し
、
う
ち
５
年
間
は
就
労
資
格

を
持
っ
て
在
留
で
き
る
こ
と
に

な
る
。

法
務
省
は
、
外
国
人
の
永
住

を
許
可
す
る
要
件
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
就
労
資
格
な
い
し
居
住

資
格
を
持
っ
て
５
年
以
上
在
留

し
、
か
つ
全
体
で
在
留
期
間
が

10
年
以
上
に
な
る
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
れ
を
満
た
せ
ば
、

必
ず
永
住
許
可
を
得
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
今
後
、
要
件

に
合
致
す
る
外
国
人
が
急
増
す

る
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
10

年
も
の
在
留
期
間
を
経
ず
と
も
、

日
本
人
の
配
偶
者
を
得
て
帰
化

す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
る
だ
ろ
う
。

製
造
業
な
ど
が
盛
ん
な
地
域

で
は
、
す
で
に
外
国
系
住
民
の

割
合
が
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
習
慣
の
違
い
に
よ
る

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
は
少
な
く
な
い
。

行
政
や
教
育
機
関
も
含
め
、
地

域
全
体
で
の
受
け
入
れ
対
応
は

必
須
と
な
る
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
企
業
が
受
け
入
れ

た
人
材
を
先
々
ま
で
雇
用
し
続

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
大
い
に

疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
、
バ
ブ

ル
時
代
に
労
働
力
と
し
て
来
日

し
在
留
し
た
日
系
人
労
働
者
は
、

08
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

以
降
続
々
と
職
を
失
っ
た
。
そ

こ
で
厚
労
省
は
09
年
４
月
に
日

系
人
帰
国
支
援
事
業
を
開
始
。

失
業
者
１
人
に
30
万
円
、
扶
養

家
族
１
人
当
た
り
20
万
円
の
支

援
金
を
支
給
し
、
１
年
間
で
20

万
人
以
上
を
祖
国
へ
帰
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
阪

万
国
博
覧
会
に
関
連
し
、
建
設

業
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
高
水

準
の
人
材
需
要
が
し
ば
ら
く
続

き
そ
う
だ
。
だ
が
、
一
過
性
の

特
需
に
際
し
て
、
安
易
に
外
国

人
材
に
頼
れ
ば
、
同
じ
轍
を
踏

み
か
ね
な
い
。

と
も
あ
れ
、
可
決
さ
れ
た
改

正
入
管
法
は
、
19
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
予
定
だ
。
人
材
不

足
に
喘
ぐ
企
業
を
救
う
大
き
な

助
け
に
な
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、

採
用
す
る
企
業
側
に
も
相
応
の

責
任
が
求
め
ら
れ
る
。 

改正入管法が可決
労働力確保に期待も課題あり

2018年12月８日、出入国管理法の改正案が可決された。
施行されれば、外国人技能実習生の受け入れ職種や在留条件が拡大する。

中小企業の労働力確保に期待が持てるが、課題もある。

食品加工に従事するベトナム人実習生ら（上）。既に多くの外国人が、労働力として
国内に在留している（下）

11月26日の衆議院法務委員会では与野党が激しくぶつかったが、与党は衆院本会議での強行採決に踏み切った

写真提供：共同通信社

写真：読売新聞/アフロ

写真：AFP/アフロ
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太
陽
光
発
電
業
界
団
体

の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ａ
（
太
陽

光
発
電
協
会
）
は
２

０
１
８
年
10
月
、
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
に
よ
る
大
停
電
の
際

に
、
太
陽
光
発
電
設
備
が
大
い

に
活
用
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。

会
員
企
業
を
通
じ
て
９
月
末
に

太
陽
光
発
電
設
備
ユ
ー
ザ
ー
へ

の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
蓄
電

設
備
を
併
設
せ
ず
に
太
陽
光
発

電
設
備
の
み
を
使
用
す
る
家
庭

で
は
、
調
査
対
象
４
２
８
件
の

う
ち
85
％
に
当
た
る
３
６
４
件

が
『
自
立
運
転
』
機
能
を
活
用

し
た
と
い
う
。
蓄
電
設
備
を
併

設
し
た
１
１
３
４
件
の
住
宅
に

つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ

Ａ
は
ほ
と
ん
ど
が
自
立
運
転
を

行
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い

る
。自

立
運
転
と
は
、
停
電
時
に

太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た

電
力
を
家
庭
内
で
使
用
す
る
操

作
で
あ
る
。
停
電
中
は
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
が
停
止
し
て
、

発
電
設
備
が
無
傷
で
も
、
電
力

の
供
給
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
が
、

自
立
運
転
に
切
り
替
え
れ
ば
、

限
定
的
な
が
ら
、
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
非
常
用
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
の
電
力
を
使
う
こ
と

が
で
き
る
。

蓄
電
設
備
を
併
設
し
て
い
な

け
れ
ば
、
日
中
し
か
電
力
は
得

ら
れ
な
い
が
、
冷
蔵
庫
や
携
帯

電
話
の
使
用
に
役
立
っ
た
と
の

声
も
あ
る
。
蓄
電
設
備
を
併
設

し
た
住
宅
で
は
停
電
の
続
い
た

２
日
間
を
通
じ
て
問
題
な
く
生

活
で
き
た
よ
う
だ
。

自
立
運
転
、

周
知
が
必
要

た
だ
、
自
立
運
転
機
能
を
使

与
党
は
与
党
大
綱
内
で
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推

進
に
よ
り
、
雇
用
の

増
加
や
継
続
的
な
賃
上
げ
を
実

現
し
た
と
説
明
。
少
子
高
齢
化

と
財
政
健
全
化
の
た
め
、
消
費

税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
確

実
に
行
う
と
し
て
い
る
。

た
だ
14
年
４
月
の
引
上
げ
時

に
は
駆
け
込
み
需
要
が
生
じ
、

そ
の
後
反
動
で
消
費
が
激
減
し

た
。
同
様
の
事
態
を
避
け
る
た

め
、
大
綱
で
は
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
延
長
や
自
動
車
税
率
の
引

き
下
げ
を
打
ち
出
し
、
需
要
の

変
動
を
抑
制
す
る
と
い
う
。

増
税
に
よ
る
低
所
得
者
へ
の

用
し
な
か
っ
た
と
い
う
家
庭
が

64
件
あ
っ
た
。
最
多
の
理
由
は
、

『
運
転
方
法
が
判
ら
な
か
っ
た
』

で
33
件
。
『
自
立
運
転
機
能
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
』

と
の
回
答
も
13
件
に
の
ぼ
る
。

実
際
、
災
害
現
場
で
は
、
こ
う

し
た
状
況
が
垣
間
見
え
る
。

９
月
４
日
に
台
風
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
和
歌
山
県
有
田

郡
有
田
川
町
東
大
谷
地
区
。
11

日
に
記
者
が
訪
れ
る
と
、
４
日

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
軽
減

税
率
は
、
周
知
を
徹
底
す
る
な

ど
、
円
滑
な
制
度
実
施
に
向
け

て
取
り
組
む
。
同
制
度
の
対
象

は
、
食
料
品
や
新
聞
な
ど
の
生

活
必
需
品
だ
が
、
書
籍
や
雑
誌

に
つ
い
て
は
検
討
中
だ
。

与
党
は
、
中
小
企
業
へ
の
支

援
策
や
地
方
創
生
の
取
り
組
み

も
掲
げ
た
。

中
小
企
業
投
資
へ
の
支
援
は
、

『
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
』

と
『
中
小
企
業
経
営
強
化
税

制
』
、
『
中
小
事
業
者
な
ど
に

係
る
軽
減
税
率
の
特
例
』
の
適

用
期
間
を
２
年
延
長
す
る
。
人

材
不
足
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

正
午
以
来
、
１
週
間
経
っ
て
も

停
電
が
続
い
て
い
た
。

同
地
区
の
前
北
敏
夫
さ
ん
は
、

自
宅
と
倉
庫
の
屋
根
に
計
10 

ｋＷ

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て

お
り
、
自
立
運
転
機
能
へ
の
切

り
替
え
を
済
ま
せ
、
「
久
し
ぶ

り
に
電
気
が
使
え
て
う
れ
し

い
」
と
喜
ん
だ
。
だ
が
、
前
北

さ
ん
が
自
立
運
転
機
能
に
切
り

替
え
た
の
は
停
電
発
生
か
ら
１

週
間
後
。
設
置
時
に
販
売
会
社

生
産
性
の
向
上
を
推
進
す
る
狙

い
だ
。

中
小
企
業
が
経
営
改
善
に
寄

与
す
る
設
備
を
導
入
し
た
際
に
、

特
別
控
除
な
い
し
税
額
控
除
を

受
け
ら
れ
る
『
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
・
農
林
水
産
業
活
性
化
税

制
』
も
、
条
件
つ
き
で
２
年
延

長
す
る
。

地
方
創
生
で
は
、
未
利
用
不

動
産
の
活
用
を
促
進
す
る
。
所

有
者
の
不
明
な
土
地
の
利
用
を

推
進
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
土

地
な
ど
を
譲
渡
す
る
場
合
に
特

例
で
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
。

空
き
家
対
策
と
し
て
は
、
相
続

し
た
住
宅
の
譲
渡
を
進
め
る
。

譲
渡
所
得
へ
の
課
税
を
控
除
す

る
特
例
を
、
一
定
の
要
件
の
下

で
、
被
相
続
人
が
存
命
で
福
祉

施
設
な
ど
に
入
居
し
て
い
る
場

合
に
も
拡
大
適
用
す
る
。

ま
た
、
中
小
企
業
支
援
と
地

方
創
生
に
共
通
す
る
項
目
と
し

て
、
『
地
域
未
来
投
資
促
進
税

制
』
を
拡
充
す
る
。
高
い
付
加

価
値
を
生
み
出
し
、
地
域
へ
の

大
き
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き

る
企
業
に
は
、
機
械
装
置
な
ど

の
特
別
償
却
率
ま
た
は
税
額
控

除
率
を
上
乗
せ
す
る
と
い
う
。

増
税
影
響
は
不
可
避
か

与
党
は
他
に
、
災
害
へ
の
事

か
ら
説
明
を
受
け
た
も
の
の
、

「
蓄
電
設
備
が
な
い
か
ら
太
陽

光
発
電
は
使
え
な
い
と
勘
違
い

し
て
い
た
」
（
前
北
さ
ん
）
。

販
売
会
社
か
ら
は
連
絡
が
な
く
、

自
身
の
勘
違
い
に
し
ば
ら
く
気

が
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

札
幌
市
清
田
区
内
で
理
髪
店

を
営
む
橋
本
圭
弘
さ
ん
も
全
道

停
電
の
折
、
「
正
直
自
立
運
転

の
や
り
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
（
札
幌
の
販
売
・
施
工

会
社
の
）
サ
ン
エ
コ
さ
ん
に
早

朝
電
話
し
て
教
え
て
も
ら
っ
た
。

炊
飯
器
が
使
え
た
ほ
か
、
携
帯

電
話
の
充
電
も
で
き
た
。
太
陽

光
を
つ
け
て
本
当
に
助
か
っ

た
」
と
話
す
。

サ
ン
エ
コ
の
田
口
登
社
長
は
、

「
今
回
、
太
陽
光
発
電
は
災
害

時
に
役
立
つ
も
の
、
安
心
に
繋

が
る
も
の
と
い
う
評
価
の
声
を

多
く
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を
機

に
、
節
電
効
果
や
投
資
メ
リ
ッ

ト
よ
り
も
、
自
給
自
足
の
利
点

を
訴
求
し
て
い
く
」
と
語
る
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
価
格
は

劇
的
に
下
が
っ
て
い
る
。
発
電

し
た
電
力
を
自
家
消
費
す
れ
ば
、

電
気
代
を
削
減
で
き
、
場
合
に

よ
っ
て
は
５
年
以
内
で
償
却
で

き
る
。
無
償
で
設
置
で
き
る
方

法
も
あ
る
た
め
、
普
及
に
弾
み

が
つ
き
そ
う
だ
。

前
対
策
を
補
助
す
る
新
制
度
を

創
設
す
る
。
『
中
小
企
業
等
経

営
強
化
法
』
を
改
正
し
、
中
小

企
業
が
行
な
っ
た
防
災
・
減
災

設
備
導
入
を
対
象
に
特
別
償
却

を
認
め
る
方
向
だ
。

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
深
刻

化
す
る
事
業
承
継
の
問
題
に
対

す
る
支
援
も
検
討
。
個
人
事
業

者
の
相
続
税
や
贈
与
税
の
納
付

を
猶
予
す
る
制
度
を
創
設
す
る

と
い
う
。
現
行
制
度
で
は
事
業

用
の
宅
地
の
み
が
猶
予
の
対
象

だ
が
、
事
業
用
の
建
物
な
ど
も

含
め
、
猶
予
の
範
囲
は
税
額
の

１
０
０
％
と
す
る
。
生
前
贈
与

へ
の
適
用
も
認
め
る
方
針
を
示

し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
取
組
み
は

検
討
中
で
、
具
体
的
な
動
き
は

先
送
り
状
態
だ
。
片
や
、
消
費

増
税
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
負
の
影
響

を
も
た
ら
す
こ
と
は
確
実
で
、

増
税
分
を
事
業
の
な
か
で
補
う

こ
と
は
容
易
く
な
い
は
ず
だ
。

確
か
に
政
府
は
、
中
小
企
業
が

買
い
叩
き
な
ど
の
転
嫁
拒
否
を

受
け
な
い
よ
う
対
策
を
取
る
と

い
う
が
、
価
格
転
嫁
に
も
限
度

が
あ
る
。
製
品
の
価
格
上
昇
は

購
買
意
欲
の
減
退
に
つ
な
が
る

た
め
だ
。
10
月
に
向
け
、
中
小

企
業
は
厳
し
い
戦
い
を
強
い
ら

れ
そ
う
だ
。

19年度税制改正大綱決定
中小企業支援拡充へ

自民、公明両党は２０１８年12月14日、19年度与党税制改正大綱を決めた。
10月の消費増税に伴う反動減対策を拡充。中小企業には納税猶予などの支援を検討している。

全道停電時に太陽光発電設備の自立運転で凌いだという江別市の住宅

税制改正大綱を決定し、記者会見を行う自民党の宮沢洋一税調会長（手
前）と公明党の西田実仁税調会長（奥）

非常時に役立つ
太陽光発電

北海道地震後 所有者85％活用
２０１８年９月に発生した北海道地震による大停電時に

太陽光発電が機能していたことが分かった。
設備所有者の85％以上が非常用電源として活用していた。

写真提供：共同通信社
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人
口
減
少
、

少
子
・
高
齢
化
が
加
速
し
、

地
域
経
済
は
疲
弊
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
の
衰
退
は
著
し
く
、

風
前
の
灯
だ
。

し
か
し
、「
苦
難
は
忍
耐
を
、

忍
耐
は
練
達
を
、

練
達
は
希
望
を
生
む
」。

い
ま
全
国
各
地
に

「
地
域
商
社
」が
立
ち
上
が
っ
た
。

創
立
の
目
的
は
唯
一
つ
。

地
域
の
活
性
化
だ
。

そ
の
た
め
に
、特
産
品
を

域
外
に
売
り
込
む
。

む
ろ
ん
、先
行
き
は
険
し
い
。

市
場
に
は
大
量
の

安
価
な
商
品
が
流
通
す
る
。

そ
こ
に
分
け
入
っ
て
、

少
量
の
特
産
品
に
価
値
を
つ
け
て

売
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
場
調
査
か
ら
、

商
品
開
発
、

付
加
価
値
づ
く
り
、

広
報
活
動
、

そ
し
て
販
路
開
拓
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
高
度
な

技
能
が
求
め
ら
れ
る
。

「
観
光
」を
地
域
の「
光
」を

「
観
る
」行
為
と
読
む
な
ら
ば
、

地
域
の
光
を
商
う
社
。

そ
れ
が
地
域
商
社
だ
。

彼
ら
の
挑
戦
に
迫
り
、

意
義
と
可
能
性
を
探
る
。

“地域の光”を世界に届ける！

地域商社 の挑戦
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仮
に
、
地
域
商
社
が
、

地
域
産
品
の
卸
売
業

者
全
般
を
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
地
域
商
社
は
古
く
か

ら
全
国
に
多
数
存
在
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
最
大
の
組
織
は

Ｊ
Ａ
（
農
業
協
同
組
合
）
で
あ

ろ
う
し
、
道
の
駅
や
県
の
物
産

協
会
な
ど
も
、
地
域
商
社
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
は
、
政
府
は
地
域
商
社
を

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
内
閣
官
房
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
は
、

地
域
商
社
を
、
「
地
域
に
眠
っ

て
い
る
魅
力
あ
る
産
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
販
路
を
開
拓
し
、
従
来

以
上
の
収
益
を
引
き
出
し
て
、

得
ら
れ
た
知
見
や
収
益
を
生
産

者
に
還
元
し
て
い
く
」
組
織
と

し
、
一
般
の
卸
売
業
者
と
区
別

し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
地
域
商
社
に
は
、

地
域
産
品
を
発
掘
し
、
付
加
価

値
を
つ
け
、
高
い
価
格
で
域
外

に
流
通
さ
せ
る
販
売
力
と
、
地

域
の
生
産
者
に
知
見
と
収
益
を

還
元
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
組
織
が
地
域
に

存
在
す
れ
ば
、
生
産
者
に
と
っ

て
は
心
強
い
。
生
産
者
の
利
益

率
は
総
じ
て
低
く
な
り
が
ち
で
、

事
業
の
撤
退
・
廃
業
が
続
い
て

い
る
。
地
域
商
社
が
全
国
に
１

０
０
社
も
誕
生
す
れ
ば
、
各
地

で
一
次
産
業
の
疲
弊
に
歯
止
め

が
か
か
り
、
あ
る
い
は
地
域
の

活
性
化
が
実
現
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

し
か
し
、
当
の
地
域
商
社
に

と
っ
て
は
、
高
度
な
事
業
運
営

が
要
求
さ
れ
る
。
一
般
の
市
場

で
は
、
安
定
供
給
を
前
提
に
安

価
な
商
品
を
大
量
に
供
給
す
る

卸
売
業
者
が
強
い
。
そ
こ
に
、

供
給
不
安
を
抱
え
つ
つ
高
価
な

商
品
を
わ
ず
か
し
か
供
給
で
き

な
い
地
域
商
社
が
ど
う
分
け
入

っ
て
い
く
の
か
。
ま
し
て
や
地

域
商
社
の
ほ
と
ん
ど
は
資
本
力

の
脆
弱
な
中
小
企
業
で
あ
る
。

高
付
加
価
値
化
が
カ
ギ

地
域
商
社
が
唯
一
通
用
す
る

販
売
手
法
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
商
品
は
少
量
で
常
に

あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
負

の
側
面
を
、
希
少
性
の
価
値
に

変
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
商
品
の
価

値
を
高
め
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

む
ろ
ん
高
度
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
技
能
が
不
可
欠
だ
が
、
成

功
例
も
い
く
つ
か
出
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
設
立
24
年
目
を

迎
え
る
地
域
商
社
の
先
駆
け
、

四
万
十
ド
ラ
マ
の
取
り
組
み
だ
。

同
社
の
畦
地
履
正
社
長
は
ヒ
ッ

ト
商
品
の
一
つ
、
『
し
ま
ん
と

地
栗
』
の
開
発
経
緯
を
こ
う
説

明
す
る
。

「
我
々
の
地
域
に
は
全
国
的

に
有
名
な
〝
最
後
の
清
流
〞
四

万
十
川
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
軸
。
そ
の
四
万

十
川
の
周
辺
で
採
れ
る
栗
が
、

実
は
大
き
く
て
甘
い
の
で
、
こ

れ
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
商
品

化
し
た
。
産
品
の
背
景
に
あ
る

も
の
を
い
か
に
引
き
出
し
て
語

る
か
、
そ
れ
が
重
要
だ
」
。

実
際
、
一
般
の
栗
が
１
粒
20

ｇ
程
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
万

十
で
採
れ
る
栗
は
25
ｇ
程
と
大

き
く
、
糖
度
は
蒸
す
と
20
度
近

く
も
あ
る
ら
し
い
。
た
だ
、
そ

の
価
値
を
発
掘
し
、
う
ま
く
発

信
し
て
商
品
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
地
域
に
眠
っ
た
ま
ま
だ
。

そ
の
畦
地
社
長
は
、
「
栗
の

生
産
者
に
は
、
剪
定
技
術
を
学

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
」
と
も
語

る
。
つ
ま
り
、
地
域
商
社
か
ら

生
産
者
に
働
き
か
け
て
商
品
の

価
値
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
地

域
商
社
の
こ
の
機
能
も
重
要
な

意
味
を
持
つ
に
違
い
な
い
。

と
い
う
の
も
、
地
域
商
社
が

消
費
者
の
購
買
行
動
を
掴
み
、

そ
の
情
報
を
生
産
者
に
提
供
す

る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、

売
れ
な
い
商
品
の
修
正
・
改
善

が
図
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
売

れ
る
新
商
品
を
生
み
出
す
ノ
ウ

ハ
ウ
を
地
域
内
で
蓄
積
し
て
い

け
る
。
こ
れ
こ
そ
政
府
の
言
う

「
知
見
の
還
元
」
で
あ
ろ
う
。

全
て
は
経
営
者
の

腕
次
第

一
方
で
、
地
域
商
社
に
は
、

収
益
の
地
域
還
元
と
い
う
公
益

性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
地
方

自
治
体
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
の
形
態
が
採
ら
れ
る
場
合

が
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
ゆ
え

の
課
題
も
あ
る
。

確
か
に
、
設
立
当
初
は
資
本

や
信
用
に
お
い
て
有
利
な
側
面

も
あ
る
が
、
ま
ず
政
治
リ
ス
ク

だ
。
地
域
商
社
の
目
的
で
あ
る

地
域
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
事
業
の
長
期
継
続
が

前
提
と
な
る
。
だ
が
、
行
政
が

関
与
す
る
と
、
時
の
市
町
村
長

や
議
会
の
構
成
に
よ
っ
て
短
期

間
に
方
針
が
見
直
さ
れ
、
場
合

に
よ
っ
て
は
地
域
商
社
の
事
業

が
頓
挫
し
か
ね
な
い
。

さ
ら
に
は
、
経
営
人
材
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
。
地
域
商
社
は
中
小

企
業
ゆ
え
、
事
業
は
経
営
者
の

能
力
如
何
に
左
右
さ
れ
る
。
だ

が
、
行
政
が
運
営
す
る
第
三
セ

ク
タ
ー
で
は
、
経
営
能
力
の
劣

る
行
政
出
身
者
が
ト
ッ
プ
に
就

く
場
合
が
多
い
。
も
と
よ
り
、

行
政
出
身
者
は
、
行
政
上
の
業

務
遂
行
は
有
能
で
も
、
民
間
の

経
営
は
畑
違
い
。
経
営
能
力
に

長
け
た
人
材
は
限
ら
れ
て
い
る
。

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
資
料

で
は
、
地
域
商
社
の
経
営
人
材

が
備
え
て
お
く
べ
き
素
養
と
し

て
、
地
域
に
密
着
で
き
る
こ
と

と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点

を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
２
点
を

挙
げ
て
い
る
。

で
は
、
次
頁
よ
り
奮
闘
す
る

地
域
商
社
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

政府は先進的な地域商社を１００社設立する目標を掲げ、助成制度を創設し、積極的に後押ししている。
そもそも、なぜ地域商社が必要なのか。

いま地域商社が
必要な理由

〝日本最後の清流〟として有名な四万十川。地元発の地域商社である四万十ドラマは、四万十川に
負担をかけないものづくりという理念のもと、地域産品の加工販売を行なっている

地域商社

販売

外貨・情報

生産者
（一次産業）

メーカー

流通業

サービス業

戦略

生産

企画

投資

調査

製造

地域ビジネスの
成長サイクル

地域ビジネスの土台
資金・情報・人材の蓄積

［地域商社のイメージ］

出所：日本政策投資銀行

地域

販売調達

小売

卸売

サービス

消費者

地域外

参加

［地域商社の定義］

出所：日本政策投資銀行

地域で、地域産品の卸・小売を営む
地域発の主体・プロジェクト

地域で、地域と地域産品のマーケティングを担う
地域発の主体・プロジェクト

地域で、公益性を強く意識し、地域課題に対し、
ビジネスベースでの解決を図るソリューション・コア

基礎的な定義

発展的な定義

最発展的な定義

❶

❷

❸

❶
❷

❸
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博
多
か
ら
１
２
０
㎞
沖

の
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ

対
馬
。
国
内
で
３
番

目
に
大
き
い
こ
の
離
島
で
は
、

穴
子
や
鯵
、
イ
カ
、
サ
ザ
エ
な

ど
の
水
産
物
が
豊
富
に
捕
れ
る
。

な
か
で
も
穴
子
は
有
名
で
、
穴

子
の
都
道
府
県
別
漁
獲
量
第
１

位
は
長
崎
県
だ
が
、
そ
の
80
％

は
対
馬
で
水
揚
げ
さ
れ
る
。
対

馬
地
域
商
社
の
扇
徹
弥
総
括
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
、
「
脂
の
の
り
が

い
い
。
味
は
ど
こ
に
も
負
け
な

い
」
と
誇
ら
し
げ
だ
。

一
方
の
農
産
物
は
と
言
え
ば
、

島
面
積
の
９
割
が
山
地
で
田
畑

は
少
な
い
が
、
椎
茸
が
採
れ
る
。

長
崎
県
産
干
し
椎
茸
の
90
％
は

対
馬
産
な
の
だ
。
し
か
も
菌
床

栽
培
が
多
い
な
か
、
原
木
栽
培

で
生
産
し
て
お
り
、
扇
総
括
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
ク
ヌ

ギ
の
木
に
植
菌
し
て
栽
培
す
る

方
法
が
一
般
的
だ
が
、
対
馬
で

は
ア
ベ
マ
キ
の
木
を
使
う
。
椎

茸
が
ア
ベ
マ
キ
の
分
厚
い
樹
皮

を
押
し
の
け
て
育
つ
の
で
、
身

が
し
ま
っ
て
い
て
美
味
し
い
」
。

た
だ
、
対
馬
、
壱
岐
島
に
五

島
列
島
を
含
め
た
国
境
の
離
島

は
、
地
理
的
に
不
利
で
、
島
外

の
需
要
を
充
分
に
取
り
込
め
て

い
な
い
。
そ
こ
で
長
崎
県
は

『
国
境
の
し
ま
地
域
商
社
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』を
発
足
。離
島
の
５

市
町
に
各
々
地
域
商
社
を
設
立

し
、
島
の
活
性
化
を
目
指
し
た
。

対
馬
地
域
商
社
の
設
立
は
２

０
１
７
年
９
月
。
旧
豊
玉
町
の

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
運
営
さ

れ
て
き
た
水
産
加
工
施
設
を
引

き
継
ぐ
と
と
も
に
地
域
産
品
の

扱
い
量
を
増
や
し
、
販
売
を
強

め
て
い
く
狙
い
で
あ
る
。

扇
総
括
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
「
建

設
中
の
新
工
場
が
完
成
す
れ
ば
、

商
品
の
扱
い
量
を
増
や
し
て
い

け
る
。
水
産
物
に
加
え
、
農
産

物
も
売
り
込
ん
で
い
く
」
と
意

欲
的
だ
。

ト
ッ
プ
の
力
量
ひ
と
つ

地
域
商
社
に
は
利
益
の
地
域

還
元
と
い
う
公
益
性
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
行
政
出
資
の
第
三

セ
ク
タ
ー
が
多
い
。
た
だ
、
時

の
民
意
に
よ
る
首
長
や
議
会
の

方
針
転
換
、
あ
る
い
は
行
政
出

身
の
経
営
者
の
力
量
不
足
で
、

道
半
ば
で
終
わ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。な
ら
ば
、京
都
府
南
山

城
村
の
地
域
商
社
、
南
山
城
は
、

数
少
な
い
成
功
事
例
だ
ろ
う
。

同
社
は
南
山
城
村
の
第
三
セ

ク
タ
ー
な
が
ら
、
急
成
長
を
遂

げ
、
設
立
３
期
目
に
し
て
年
商

4.5
億
円
に
達
し
た
。
背
景
に
は
、

道
の
駅
『
お
茶
の
京
都
み
な
み

や
ま
し
ろ
村
』
の
成
功
が
大
き

い
。
開
設
初
年
度
で
実
に
80
万

人
に
及
ぶ
集
客
が
あ
っ
た
模
様

で
、
人
口
２
８
０
０
人
に
も
満

た
な
い
南
山
城
村
に
多
く
の
観

光
客
を
呼
び
込
ん
だ
。

そ
し
て
そ
の
立
役
者
こ
そ
、

元
役
場
職
員
で
現
在
南
山
城
を

率
い
る
森
本
健
次
社
長
だ
。
森

本
社
長
は
南
山
城
村
の
職
員
の

頃
、
村
長
の
意
向
で
道
の
駅
の

開
設
計
画
を
任
さ
れ
る
と
、
行

政
マ
ン
ら
し
か
ら
ぬ
選
択
と
集

中
、
戦
略
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

さ
ら
に
は
高
度
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
実
行
し
て
い
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
南
山
城
村
は

宇
治
茶
の
主
産
地
。
茶
を
８
０

０
ｔ
生
産
し
、
府
内
第
２
位
の

生
産
量
を
誇
る
。
だ
が
、
京
都

の
高
級
緑
茶
と
し
て
知
ら
れ
る

宇
治
茶
の
商
品
価
値
は
、
大
手

茶
商
が
府
内
各
地
の
茶
葉
を
集

め
、
一
流
の
ブ
レ
ン
ド
技
術
に

よ
っ
て
築
い
た
も
の
。
後
発
の

南
山
城
村
が
宇
治
茶
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
も
差
別
化
は
図
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
森
本
社
長
は
、
宇

治
茶
で
紅
茶
を
つ
く
る
斬
新
な

取
り
組
み
を
始
め
る
。
「
日
本

茶
は
加
工
の
仕
方
で
、
緑
茶
に

も
、
紅
茶
に
も
な
り
、
緑
茶
の

渋
み
は
紅
茶
に
す
る
と
旨
み
に

変
わ
る
」（
森
本
社
長
）か
ら
だ
。

こ
れ
が
反
響
を
呼
び
、
次
は

緑
茶
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
仕

掛
け
る
の
だ
が
、
森
本
社
長
は

宇
治
茶
を
名
乗
ら
ず
、
『
村

茶
』
と
命
名
。
「
南
山
城
村
に

は
80
の
お
茶
農
家
が
い
る
。
な

ら
ば
80
通
り
の
お
茶
が
あ
っ
て

も
い
い
」（
森
本
社
長
）。
そ
れ

ぞ
れ
個
性
の
あ
る
味
わ
い
、
そ

れ
を
価
値
に
換
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
道
の
駅
が
オ
ー
プ

ン
す
る
と
、
個
性
的
な
お
茶
と

と
も
に
、『
村
茶
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー

キ
』や『
村
抹
茶
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
』、『
ち
ゃ
ど
こ
ろ
茶
む
ら
ち

ゃ
』
な
ど
次
々
に
開
発
し
た
商

品
は
想
定
以
上
に
ヒ
ッ
ト
す
る
。

南
山
城
の
地
域
産
品
は
お
茶
。

こ
の
一
点
突
破
で
分
か
り
や
す

く
訴
求
し
つ
つ
、
商
品
に
価
値

を
つ
け
、
広
が
り
を
持
た
せ
た

わ
け
だ
。
「
村
民
の
力
で
村
を

元
気
に
で
き
れ
ば
、
活
性
化
は

必
ず
実
現
す
る
」
と
森
本
社
長
。

敏
腕
社
長
の
夢
は
大
き
い
。

地
銀
系
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

地
方
銀
行
が
地
域
商
社
に
参

入
す
る
事
例
も
増
え
て
い
る
。

山
口
県
の
協
力
の
も
と
、
山

口
銀
行
（
山
口
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
）
は
、
県
内
の
民

間
企
業
６
社
と
の
共
同
出
資
で

17
年
10
月
に
地
域
商
社
や
ま
ぐ

ち
を
設
立
し
た
。
目
的
は
、
県

産
品
を
首
都
圏
へ
売
り
込
む
こ

と
。
大
手
百
貨
店
系
の
バ
イ
ヤ

ー
経
験
者
な
ど
も
入
れ
て
、
首

都
圏
の
百
貨
店
に
売
り
込
み
を

か
け
る
の
だ
が
、
商
品
そ
の
も

の
に
魅
力
が
な
け
れ
ば
難
し
い
。

そ
こ
で
同
社
が
立
ち
上
げ
た

の
が
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
、
『
や

ま
ぐ
ち
三
ツ
星
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
』
だ
。
商
品
開
発
の
専
門
家

や
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
の

審
査
の
も
と
、
県
内
の
事
業
者

の
加
工
品
を
厳
選
し
、
商
品
化

し
て
い
く
仕
組
み
で
あ
る
。

同
社
の
坪
倉
昭
雄
社
長
は
、

「
県
産
品
な
ら
何
で
も
取
り
扱

う
と
い
う
よ
り
も
、
売
れ
る
商

品
、
す
な
わ
ち
消
費
者
が
望
ん

で
い
る
商
品
を
県
内
の
事
業
者

と
創
り
上
げ
て
い
く
の
が
狙
い
。

や
は
り
地
域
性
や
希
少
性
の
あ

る
産
品
は
強
い
」
と
話
す
。

た
と
え
ば
、
流
通
し
て
い
る

和
牛
は
外
国
種
と
の
交
配
種
だ

が
、
山
口
県
萩
市
の
見
島
に
は

純
粋
の
和
種
で
あ
る
見
島
牛
が

80
頭
程
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
見

島
牛
自
体
は
天
然
記
念
物
だ
が
、

年
に
数
頭
、
肥
育
牛
と
し
て
島

か
ら
移
送
さ
れ
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
と
の
交
配
種
、
見
蘭
牛
を
生

産
。
こ
の
見
蘭
牛
も
数
少
な
い

が
、同
社
は
見
蘭
牛
で
、『
男
の

粗
挽
き
ハ
ン
バ
ー
グ
』
を
開
発
。

１
個
１
５
０
０
円
と
高
価
だ
が
、

「穴子（左上）は脂ののりがよく、椎茸（右上）は食感がいい」と語る扇総括マネジャー
（右下）。魚は開きに加工して出荷する（左下）

『むらちゃプリン』（左下）や『村茶パウンドケーキ』（上）は人気商品で売
れ行きは好調だ。仕掛け人、森本社長（右下）の次の狙いとは

見蘭牛ハンバーグ（左下）と、日本最大の岸根栗を10個使う1万2000円
の超高級パウンドケーキ『岩国がんね栗 煌』（上）。坪倉社長（右下）

対馬地域
商社

南山城

地域商
社やまぐ

ち

Tsushima

Noshiro

Minamiyamashiro
Yamaguchi

Oita

地域商社が１００社あれば、１００通りのビジネスがある。
商品が多種多様なのは言うまでもないことだが、

経営者も個性豊かだ。彼らの奮闘と創意工夫に迫る。

奮闘する地域商社の創意工夫
地域商社の挑戦
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O i t a  
M a d e

売
れ
行
き
は
好
調
の
よ
う
だ
。

坪
倉
社
長
は
、
「
い
ま
地
酒

の
商
品
化
を
計
画
中
。
今
後
は

海
外
へ
の
販
路
拡
大
や
工
業
製

品
に
ま
で
手
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
た
。

一
方
、
大
分
銀
行
と
大
分
県

内
の
民
間
企
業
４
社
の
共
同
出

資
で
設
立
さ
れ
た
地
域
商
社
、

オ
オ
イ
タ
メ
イ
ド（O

ita M
ade

）

も
、
地
銀
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
て
展
開
が
早
い
。

大
分
市
中
心
部
に
あ
る
大
分

銀
行
の
『
赤
レ
ン
ガ
館
』
内
に

直
販
店
を
設
置
し
、
小
売
販
売

を
手
掛
け
る
一
方
、
卸
売
販
売

で
は
、
県
外
の
み
な
ら
ず
、
海

外
へ
販
路
を
拡
大
。
大
分
銀
行

か
ら
出
向
し
た
佐
藤
徹
一
社
長

は
、
「
沖
縄
県
の
企
業
と
連
携

し
台
湾
へ
、
ま
た
、
中
国
に
も

県
産
品
を
輸
出
し
て
い
る
。
今

後
は
タ
イ
で
販
路
を
開
拓
し
て

い
く
計
画
だ
」
と
状
況
を
語
る
。

同
社
は
、
ア
ー
ト
活
動
を
行

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
業
を
大
分

銀
行
ら
が
引
き
継
ぐ
形
で
始
動

し
た
経
緯
が
あ
り
、
設
立
は
17

年
８
月
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
わ

ず
か
１
年
程
度
で
海
外
展
開
ま

で
漕
ぎ
つ
け
た
の
だ
か
ら
、
地

銀
系
地
域
商
社
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
さ
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
商
品
群
が
農
産
物
や
加

工
食
品
、
工
芸
品
の
域
を
超
え

て
お
り
、
同
社
は
い
ま
文
具
の

商
品
化
を
進
め
て
い
る
。

佐
藤
社
長
は
、
「
県
内
に
あ

る
会
社
の
金
属
に
藍
染
め
で
き

る
特
殊
な
技
術
を
商
品
化
さ
せ

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
高
度

な
金
属
加
工
技
術
を
持
つ
会
社
、

文
具
の
企
画
開
発
会
社
を
結
び

つ
け
て
藍
染
め
の
文
具
を
開
発

す
る
企
画
が
生
ま
れ
た
」
と
経

緯
を
説
明
す
る
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
で
、
地
銀
な
ら

で
は
の
地
域
商
社
事
業
で
あ
る
。

佐
藤
社
長
は
「
地
銀
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
せ
る
我
々
は
、

県
内
の
ど
の
企
業
が
ど
う
い
っ

た
商
品
を
つ
く
れ
る
の
か
、
情

報
収
集
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。

こ
の
強
み
を
も
っ
と
生
か
し
て

い
く
」
と
方
針
を
語
っ
た
。

「
故
郷
を
残
し
た
い
」

自
治
体
や
地
銀
を
母
体
に
誕

生
す
る
地
域
商
社
が
多
い
な
か
、

た
っ
た
一
人
、
個
人
出
資
で
地

域
商
社
を
立
ち
上
げ
た
者
も
い

る
。
秋
田
県
能
代
市
内
に
本
拠

を
構
え
る
白
神
屋
の
園
部
精
一

郎
社
長
だ
。
園
部
社
長
は
、
地

域
産
品
の
仕
入
れ
か
ら
首
都
圏

で
の
販
売
ま
で
、
ほ
ぼ
一
人
で

こ
な
す
た
め
、
多
忙
な
日
々
を

送
る
。
そ
う
ま
で
し
て
地
域
商

社
を
設
立
し
た
の
は

純
粋
な
郷
土
愛
に
よ

る
も
の
だ
ろ
う
。

園
部
社
長
の
住
ま

い
は
秋
田
県
藤
里
町
。

人
口
の
減
少
が
著
し

く
、
１
９
８
０
年
に

６
０
０
０
人
弱
だ
っ

た
総
人
口
は
、
現
在

３
０
０
０
人
ま
で
減

り
、
15
歳
以
上
65
歳

未
満
の
労
働
人
口
に

至
っ
て
は
、
そ
の
半

分
の
１
５
０
０
人
を

切
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
希
望
は
あ
っ
た
。

藤
里
町
に
は
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
白
神
山
地
が
あ
る
。
湧

き
出
る
水
は
ど
こ
の
水
よ
り
も

美
味
し
い
。
園
部
社
長
は
水
を

販
売
す
る
地
元
企
業
に
就
職
し
、

首
都
圏
に
売
り
に
出
た
の
だ
。

だ
が
、
待
ち
受
け
て
い
た
の

は
厳
し
い
現
実
だ
っ
た
。
首
都

圏
で
は
白
神
山
地
の
知
名
度
が

予
想
以
上
に
低
く
、
「
こ
れ
で

は
白
神
山
地
の
水
と
い
っ
て
も
、

価
値
が
伝
わ
ら
な
い
」
（
園
部

社
長
）
。

な
ら
ば
、
〝
オ
ー
ル
秋
田
〞

で
攻
め
よ
う
と
、
県
内
の
水
産

物
や
農
産
物
を
集
め
、
首
都
圏

の
百
貨
店
で
『
白
神
フ
ェ
ア
』

を
開
催
。
す
る
と
、
百
貨
店
へ

の
販
路
を
徐
々
に
開
拓
で
き
、

園
部
社
長
は
一
念
発
起
し
て
独

立
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

い
ま
で
も
月
の
半
分
を
秋
田
、

も
う
半
分
を
都
内
で
過
ご
し
、

自
ら
売
り
場
に
立
っ
て
商
品
を

売
る
の
は
、
消
費
者
の
購
買
行

動
を
分
析
し
、
そ
れ
を
生
産
者

に
直
接
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

た
め
。
訴
求
力
の
あ
る
商
品
の

開
発
に
つ
な
げ
て
い
く
狙
い
だ
。

園
部
社
長
は
、「
里
山
の
風
景

と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
農
家
が

い
て
、
子
供
た
ち
が
駆
け
ず
り

回
っ
て
い
て
、
た
と
え
わ
ず
か

で
も
人
の
営
み
が
感
じ
ら
れ
る

こ
と
。
地
域
商
社
の
仕
事
を
通

じ
て
故
郷
を
残
し
て
い
き
た

い
」
と
切
実
な
思
い
を
語
っ
た
。

当社は、四万十川中流域の旧大
正町、旧十和村、旧西土佐村が
1994年に共同出資して設立した

第三セクターからスタートした。
当初は、各町村の首長が持ち回りで社長

を務め、社員は私一人。具体的なコンセプトも
なかったので、私は地域を回り、住民の話を聞
いて生活様式や地域資源を調べるところから
始めた。
その過程で、まず地域住民の誇りは四万十
川だと思った。川漁師がいれば、
川船大工や鍛冶屋もいて、住民
は四万十川の恵みを受けて生活
していたからだ。NHKの特番『最
後の清流、四万十川』のおかげ
で、四万十川が全国的に有名だ
ったことも大きい。
そこで、四万十川に負担をかけ
ないものづくりというコンセプトのもと、地域で採
れる産品を加工して全国に販売し、その利益
を地域に還元していこうという事業理念が固ま
る。では何を売るか。丹念に調べると、椎茸、お
茶、栗の生産が盛んだった。
しかも、椎茸は全国的に菌床栽培が多いな

か、原木栽培で生産しており、40年以上前に
は旧十和村が椎茸生産量で全国1位に輝い
たこともあった。お茶も、全国的には機械で摘む
農家がほとんどだが、この辺りにあるのは段々
畑で面積が狭く、機械が使えないため、今でも
一番茶は手摘みである。一方、栗は大きくて甘
い。全国平均は1粒20ｇ程だが、25ｇ程の栗が
採れるし、糖度は蒸すと20度近くと高かった。
だから、我々はこれらの価値を消費者に伝

えようと、試行錯誤を繰り返した。その過程で、
椎茸やお茶、栗をそのまま販売するのではなく、
背景にある価値をストーリー立てて語ること。そ
れが価値の向上につながり、地域の有益な資
源になり得るということを学んだ。
地域商社を運営していくうえで、重要なのは

3つの商品を持つこと。1つ目は地域の生産者
がつくっている商品だ。最初はここから始まる
が、これだけでは地域商社の利幅は薄く、持
続的な経営は厳しい。

そこで2つ目。生産者と開発するタイアップ商
品である。生産者と利益を折半できるので、地
域商社の利益率は向上するし、商品開発に
携わることで、ブランディングやマーケティング
の技術を磨くことができる。
3つ目は、オリジナル商品である。地域で生

産された原料を地域商社が加工して独自の
商品にするわけだ。もちろん、利益率は向上
し、商品開発力も高められるが、何よりも加工
場を持つことで雇用が生まれる。
当社の場合は96年に初めてオリジナル商
品を開発した辺りが転機だったように思う。原
料は椎茸でもなく、お茶でも栗でもなく、木の端
材だった。高知県は都道府県のなかで森林
率84％と日本一森林の割合が高い。だが林
業従事者の高齢化が進み、林業は疲弊して
いた。さすがに木を売るノウハウはなかったの
で、それまで捨てていた柱用の木を切った後
の端材に着目した。端材にヒノキの油を浸み
込ませて、お風呂場に置くと、香りが立ってヒノ
キ風呂に入った気分になれるので、ノベルティ
商品として販売したところ、銀行や大手通信会
社、車メーカー、新聞社などが購入してくれて、
蓋を開ければ80万枚も売れたのだ。
これを契機に椎茸やお茶、栗を商品化し、
現在の商品数は100種類を超えている。数
千万円だった売上高はやがて1億円を超え、
直近は5億円だ。現在30人の従業員を抱えて
いる。
今後は栗を加工するお菓子工場を建て、
製造に力を注ぐ。生産量を拡大して卸販売
量を増やし、ネット直販も伸ばす。そして直販
店だ。いまも『shimantoおちゃくりcafé』を運営
しているが、全国に展開していく。

というのも、35年前、この地域の
栗の年間生産量は800tもあった。
それが2012年には20 tまで減って
しまった。その後働きかけて栗生
産は50 tまで回復したが、早期に
100 tまで増やしたいのだ。地域の
活性化を考えると、地域商社は生
産まで手掛ける必要がある。

そして今後は地域商社間の連携が大事。
志のある地域商社同士が連携して各地の地
域産品を東京に売りに行く。東京で毎月会議
を開いてもう6年になるが、ようやく形になってき
た。〝地域連携商社〟が全国に誕生すれば、
必ず地域は活性化する。

白神屋

『櫛野ゆずごしょう』（右下）、『大分かぼす
グミ』（中央下）、『おおいた赤レンガスイー
トポテト』（左下）はどれも売れ筋商品。佐
藤社長（上）

都内百貨店で大人気のお新香。実は秋田県藤里町の農家、淡路さん
（75）が1人でつくったもので、「この価値を守りたい」と園部社長は熱
く語る

四万十ドラマ畦地履正社長

「これからは地域商社ならぬ〝地域連携商社〟。
そして必ず地域は再生する」

背景にある価値をストーリー立てて語る
それが地域の有益な資源になる

24年にわたって地域商社を運営してきた畦地社長。
知見は豊富で、そのノウハウを学ぼうと、
全国から地域商社の経営者が集まるほど。
そんな畦地社長が地域商社のあるべき姿を語った。 畦地社長が転機になったと

語る四万十ドラマ初のオリ
ジナル商品

地域商社の挑戦
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20
１
８
年
10
月
23
日
か
ら
２

日
間
、
日
本
最
大
の
展
示

場
、
『
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
』
の
西
ホ
ー
ル
は
、
い
つ
に
な
く

活
気
が
あ
っ
た
。
実
に
１
万
点
以
上

に
及
ぶ
全
国
各
地
の
高
付
加
価
値
な

食
料
品
が
展
示
さ
れ
、
大
手
百
貨
店

の
バ
イ
ヤ
ー
や
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
の

シ
ェ
フ
た
ち
が
次
々
に
つ
め
か
け
た

か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。会

場
に
は
、
自
社
の
商
品
を
展
示

す
る
食
品
関
連
会
社
の
関
係
者
と
来

場
し
た
食
品
バ
イ
ヤ
ー
に
加
え
、
全

国
の
地
方
銀
行
54
行
の
行
員
た
ち
が

法
被
を
身
に
ま
と
い
、
来
場
者
に
商

品
の
魅
力
を
説
明
し
て
売
り
込
ん
で

い
た
の
で
あ
る
。

そ
う
、
い
ま
や
地
銀
と
地
域
の
食

品
関
係
会
社
は
一
蓮
托
生
の
間
柄
。

大
手
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
を
前
に
す

れ
ば
、
地
銀
が
食
品
関
連
会
社
の
商

品
を
提
案
す
る
の
は
当
然
な
の
で
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
食
品
関
連
で
こ

の
よ
う
な
商
談
会
は
他
に
な
い
。

こ
れ
こ
そ
『
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
』
な
ら
で
は
の
特
徴
で

あ
る
が
、
そ
れ
が
商
談
会
後
の
新
規

取
引
の
成
約
率
を
高
め
、
規
模
が

年
々
拡
大
し
て
い
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
今
回
で
13
回
目

と
な
っ
た
同
商
談
会
は
、

前
回
よ
り
１
３
９
社
増

え
る
９
７
０
社
が
出
展
、

２
日
間
で
１
万
３
２
４

８
人
が
来
場
し
、
そ
れ

ぞ
れ
過
去
最
多
を
記
録

し
た
。

今
こ
そ

飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス

開
催
初
日
の
挨
拶
で
、

同
商
談
会
の
実
行
委
員

長
を
務
め
る
リ
ッ
キ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
澁
谷
耕
一
代
表

は
、
「
地
方
銀
行
フ
ー

ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
こ

の
12
年
で
大
き
く
成
長
し
た
」
と
し
、

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
近
づ
く
い
ま
こ
そ
チ
ャ
ン

ス
。
展
示
会
で
の
出
会
い
が
出
展
各

社
の
発
展
と
地
域
活
性
化
に
繋
が
れ

ば
」
と
期
待
を
込
め
た
。

続
い
て
、
金
融
庁
の
遠
藤
俊
英
長

官
は
、
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
触
れ
、
「
前
年
に
比
べ
、

地
方
銀
行
が
経
営
上
の
課
題
や
悩
み

を
『
よ
く
良
く
聞
い
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
』
が
40
％
を
占
め
、
以
前

の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
れ
ば
、
約
95

％
の
企
業
が
地
方
銀
行
を
評
価
し
て

い
る
よ
う
に
思
う
」
と
し
、
続
け
て

「
地
方
銀
行
の
経
営
幹
部
と
営
業
担

当
、
顧
客
企
業
の
３
者
一
体
で
共
通

価
値
の
創
造
を
具
体
的
に
実
現
し
て

い
る
の
が
、
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
だ
」
と
述
べ
た
。

一
方
、
農
林
水
産
省
食
料
産
業
局

の
新
井
ゆ
た
か
局
長
は
、
「
今
回
は

海
外
か
ら
も
バ
イ
ヤ
ー
の
方
が
来
場

さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
食
品
産
業
を

海
外
と
結
び
つ
け
る
活
動
を
し
て
い

る
銀
行
も
多
々
あ
る
。
政
府
も
食
品

の
輸
出
額
１
兆
円
を
目
指
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
世
界
に
向

け
て
食
品
企
業
を
羽
ば
た
か
せ
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
た
。

出
展
社
か
ら
も

期
待
の
声

出
展
社
の
反
応
も
い
い
。

今
回
が
初
出
展
の
ダ
イ
ワ
フ
ー
ズ

管
理
本
部
鈴
木
秀
範
本
部
長
は
、

「
我
々
の
扱
う
商
品
は
業
務
用
が
メ

イ
ン
で
、
小
売
向
け
に
は
商
品
を
提

案
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
商

談
会
で
は
小
売
店
の
バ
イ
ヤ
ー

の
方
々
に
も
商
品
を
目
に
し
て

い
た
だ
け
た
の
で
、
と
て
も
良

か
っ
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

今
回
で
７
回
目
の
出
展
と
な

る
岩
井
の
胡
麻
油
営
業
部
の
矢

野
真
澄
セ
ー
ル
ス
サ
ブ
マ
ネ
ジ

ャ
ー
は
、「
も
と
も
と
、
当
社
の

ご
ま
油
の
出
荷
先
は
業
務
用
と

輸
出
の
み
で
、
家
庭
用
向
け
は

ゼ
ロ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
横
浜

銀
行
さ
ん
か
ら
の
お
誘
い
を
き

っ
か
け
に
家
庭
用
を
伸
ば
そ
う

と
参
加
し
た
が
、
や
は
り
横
浜

銀
行
さ
ん
が
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
く
れ

て
い
る
安
心
感
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
商

談
が
進
む
。
い
ま
で
は
家
庭
用
向
け

販
売
が
全
体
の
１
割
強
を
占
め
て
い

る
」
と
話
す
。

な
お
、
前
回
の
地
方
銀
行
フ
ー
ド

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
実
績
は
、
当
日
成

約
数
が
６
２
１
件
、
継
続
商
談
数
は

１
万
５
５
１
３
商
談
に
上
っ
た
。
商

談
会
の
ス
キ
ー
ム
と
地
方
銀
行
の
支

援
、
食
品
関
連
会
社
の
魅
力
あ
る
商

品
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
発
揮
さ
れ
、

着
々
と
成
果
が
現
れ
て
い
る
。
地
方

銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。

地域商社の挑戦

岩井の胡麻油営業部矢野真澄セールスサブマネジャーと横浜銀行
法人営業部情報ソリューション営業グループ栗原拓也氏

出展社と地方銀行が一緒になり、来場者に商品の魅力をアピール

出展社と来場者、さらに地方銀行の行員が集まり、会場は熱気に包まれていた

地域の食品関連会社と首都圏の食品バイヤーを集めて事業機会の創出を図る商談会。
とくに『地方銀行フードセレクション』は、新規取引の成約率が高く、地域商社の機能を果たしている。

『地方銀行フードセレクション』の
地域商社機能

地域産品を首都圏へ！
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で
は
、
人
が
地
方
に
住
み
続
け
、
さ

ら
に
は
人
が
地
方
に
移
り
住
む
よ
う
に

な
る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
や
は
り

地
方
の
魅
力
だ
ろ
う
。
地
方
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
に
、
我
々
は
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
」
と
、
３
つ
の
側
面
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も

起
点
と
な
る
の
は
「
し
ご
と
」
、
す
な

わ
ち
雇
用
の
創
出
だ
と
思
う
。

と
は
い
え
、
大
手
企
業
の
工
場
を
地

域
に
誘
致
す
る
よ
り
も
、
地
域
に
根
を

張
る
中
堅
企
業
の
成
長
促
進
の
方
が
長

期
的
に
は
有
効
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
地
方
創
生
と
い
う
政
府

全
体
の
大
き
な
枠
組
み
の
な
か
で
、
地

方
を
支
援
し
て
い
る
が
、そ
の
際
、我
々

は
地
方
の
自
主
性
を
重
ん
じ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
経
済
産
業
省
が
17
年
に
始

日
本
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
が

進
み
、
２
０
０
８
年
以
降
急

速
に
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

と
く
に
、
地
方
に
お
け
る
人
口
減
少
は

著
し
い
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
な
け

れ
ば
、
地
方
は
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
だ
。
我
々
は
非
常
に
厳
し
い
現
実

に
直
面
し
て
い
る
。

背
景
に
は
東
京
一
極
集
中
が
あ
る
。

地
方
か
ら
東
京
に
移
り
住
む
移
住
者
の

数
は
年
間
12
万
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
是
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
つ
ま
り
、
若
者
が
地
方
に
住
み

続
け
ら
れ
る
環
境
を
ど
う
構
築
し
て
い

く
か
。
Ｕ
タ
ー
ン
（
地
方
か
ら
都
市
へ

移
住
し
た
後
、
再
び
地
方
へ
移
住
）
や
、

Ｊ
タ
ー
ン
（
地
方
か
ら
大
規
模
都
市
へ

移
住
し
た
後
、
地
方
に
近
い
中
規
模
都

市
へ
移
住
）
、
Ｉ
タ
ー
ン
（
都
市
か
ら

地
方
へ
の
移
住
）
を
ど
う
促
し
て
い
く

か
、
地
方
へ
の
人
の
還
流
が
大
き
な
課

題
な
の
だ
。

め
た
『
地
域
未
来
投
資
促
進
法
』
。
こ

れ
は
、
地
域
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い

企
業
が
事
業
計
画
を
策
定
し
、
都
道
府

県
知
事
の
承
認
を
得
れ
ば
、
そ
の
事
業

に
対
し
て
支
援
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

だ
。

地
域
商
社
は
時
代
の
要
請

地
域
の
企
業
の
な
か
で
、
と
く
に

我
々
が
注
目
し
て
い
る
の
は
地
域
商
社

だ
。
地
域
の
魅
力
あ
る
農
産
物
や
水
産

物
、
加
工
食
品
、
工
芸
品
な
ど
を
発
掘

し
、
域
内
外
へ
販
売
す
る
と
と
も
に
、

市
場
に
流
通
さ
せ
る
た
め
に
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
手
掛
け

る
存
在
で
、
ま
さ
に
時
代
の
要
請
に
合

っ
た
組
織
体
と
言
え
る
。

と
い
う
の
も
、
人
口
の
減
少
を
背
景

に
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
、
大
量
流

通
の
物
販
モ
デ
ル
が
崩
れ
始
め
る
と
、

物
流
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
細
り
、
選
択

と
集
中
の
結
果
、
地
域
の
産
品
が
消
滅

し
か
ね
な
い
。
こ
れ
を
食
い
止
め
る
に

は
、
地
域
の
産
品
が
売
れ
る
状
況
を
つ

く
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

地
域
商
社
の
力
が
必
要
な
の
だ
。

確
か
に
、
こ
の
10
年
、
15
年
を
振
り

返
れ
ば
、
道
の
駅
な
ど
を
通
じ
て
域
内

で
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
地

域
商
社
の
活
動
に
よ
っ
て
、
地
域
の
産

品
を
域
外
に
流
通
さ
せ
る
取
り
組
み
は

ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

た
だ
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
。
最
近
は
消

費
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
商
品
を
購

入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
技
術
の

発
達
に
伴
い
、
消
費
者
の
購
買
活
動
が

変
化
し
て
い
る
。
地
域
商
社
が
域
外
の

消
費
者
と
直
接
つ
な
が
っ
て
販
売
す
る

こ
と
も
、
か
つ
て
ほ
ど
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
も

追
い
風
だ
。
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
商

品
を
販
売
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
さ

ら
に
踏
み
込
ん
で
、
海
外
へ
の
輸
出
に

乗
り
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
大
量
に
商
品
を
生

産
し
て
安
く
販
売
す
る
物
販
モ
デ
ル
は
、

資
源
に
限
り
の
あ
る
地
域
で
は
成
立
し

に
く
い
が
、
地
域
に
は
必
ず
少
量
で
も

価
値
の
高
い
商
品
が
あ
る
。
そ
れ
を
流

通
に
乗
せ
て
い
く
手
法
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
主
体
、

す
な
わ
ち
地
域
商
社
が
ど
う
し
て
も
必

要
な
の
だ
。

地
銀
の
力
は

欠
か
せ
な
い

政
府
は
、
先
進
的
な
地
域
商
社
を
全

国
に
１
０
０
社
設
立
す
る
目
標
を
掲
げ
、

後
押
し
し
て
き
た
。
我
々
が
、
地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
地
域
商
社

関
連
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
自
治
体
に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
と
、
同
交
付
金
を
活
用
し

て
設
立
さ
れ
た
も
の
が
42
社
、
同
交
付

金
を
用
い
て
今
後
設
立
見
込
み
の
も
の

が
29
社
あ
り
、
早
晩
１
０
０
社
に
迫
る

見
通
し
だ
。

海
外
へ
の
販
路
拡
大
を
志
向
し
て
い

る
企
業
か
ら
、
商
品
開
発
や
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
の
拡
充
に
力
を
入
れ
て
い
る
企
業

な
ど
、
業
容
は
様
々
だ
が
、
共
通
し
て

い
る
の
は
、
地
域
商
社
を
実
際
に
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
後
は
人
的
な

支
援
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
地
方
創
生
は
、
向
こ
う

20
年
の
大
改
革
。
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た

と
こ
ろ
だ
。
地
域
商
社
の
活
動
も
、
５

〜
10
年
と
い
う
短
い
期
間
で
は
な
く
、

20
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
っ
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

政
府
は
今
後
も
息
長
く
支
援
し
て
い

く
方
向
だ
が
、
地
方
創
生
は
大
き
な
戦

略
の
も
と
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

地
方
創
生
交
付
金
１
０
０
０
億
円
を
う

ま
く
活
用
し
て
、
雇
用
を
創
出
し
、
人

の
還
流
を
促
す
と
と
も
に
、
結
婚
や
子

育
て
の
環
境
を
整
備
し
て
、
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

そ
の
際
、
地
方
銀
行
の
存
在
は
欠
か

せ
な
い
。
財
務
面
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

地
銀
が
保
有
す
る
膨
大
な
情
報
量
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
き
な
力
に
な
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
事
業
承
継
と
い

っ
た
企
業
へ
の
本
業
支
援
を
、
よ
り
積

極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
と
思
う
。

「
地
方
創
生
は
向
こ
う
20
年
の
大
改
革
」

内
閣
官
房 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局 

田
川
和
幸

 

次
長

人
口
が
減
少
し
、少
子・高
齢
化
が
進
む
い
ま
、ど
の
よ
う
に
地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
べ
き
か
。

内
閣
官
房
ま
ち・
ひ
と・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
の
田
川
和
幸
次
長
が
語
っ
た
。

Voice  of  
Government official 

プロフィール●1965年長崎県
生まれ。88年一橋大学経済学
部卒業後、旧通商産業省入省。
防衛庁長官官房企画官、製造
産業局模倣品対策・通商室長、
製造産業局繊維課長、内閣官
房知的財産戦略推進事務局
参事官、経済産業省東北経済
産業局長などを歴任し、2018
年7月より現職。
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「
そ
も
そ
も
、
お
客
様
の
業
種
は
、

製
造
業
や
土
木
・
建
設
業
、
食
品

加
工
業
、
観
光
業
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
我
々
が
お
客
様
と
同
等
の

知
識
を
得
て
、
有
益
な
提
案
を
す

る
と
い
う
の
は
、
並
大
抵
の
こ
と

で
は
な
い
」
と
語
り
、「
だ
か
ら
こ

そ
、
財
務
な
の
だ
。
こ
こ
は
我
々

の
専
門
領
域
だ
」
と
強
調
し
た
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
き
ら
や

か
銀
行
は
２
０
１
６
年
10
月
に

『
財
務
の
本
業
支
援
』
を
始
め
た
。

こ
れ
は
、
同
行
が
取
引
先
企
業
の

決
算
書
か
ら
正
常
な
運
転
資
金
を

算
出
し
、
資
金
繰
り
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
確
認
。
そ
の
際
、
資
金
繰

り
が
厳
し
く
、
運
転
資
金
を
充
分

に
確
保
で
き
て
い
な
い
状
況
が
判

明
す
る
と
、
同
行
が
融
資
し
て
財

務
の
改
善
を
図
る
と
い
う
支
援
で

「
本

業
支
援
を
始
め
て
も
う

10
年
に
な
る
。
販
路
拡

大
と
い
う
お
客
様
の
要

望
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
で
応

え
る
と
い
う
の
は
、
当
た
り
前
の

時
代
に
な
っ
て
き
た
。
当
行
は
も

っ
と
踏
み
込
ん
だ
本
業
支
援
を
展

開
し
て
い
く
」
。

き
ら
や
か
銀
行
の
粟
野
学
頭
取

は
開
口
一
番
こ
う
語
っ
た
。

本
業
支
援
と
は
、
銀
行
が
取
引

先
企
業
の
成
長
を
後
押
し
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
設
備
投
資

な
ど
の
資
金
需
要
を
掘
り
起
し
、

収
益
増
に
繋
げ
る
と
い
う
も
の
。

地
域
金
融
機
関
の
構
造
不
況
が
長

期
化
す
る
な
か
、
多
く
の
地
方
銀

行
が
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
す
ぐ

に
成
果
が
現
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
粟
野
頭
取
は
、

あ
る
。

た
だ
、
財
務
の
本
業
支
援
は
、

過
去
の
財
務
上
の
問
題
解
決
が
目

的
。
同
時
に
企
業
の
成
長
を
促
す

支
援
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
同

行
は
、
財
務
の
本
業
支
援
と
併
せ

て
『
成
長
の
為
の
本
業
支
援
』
も

提
案
す
る
。

こ
の
２
つ
の
本
業
支
援
は
功
を

奏
し
、
早
く
も
結
果
が
出
た
。
16

年
度
下
期
に
６
８
３
だ
っ
た
財
務

の
本
業
支
援
先
数
が
、
17
年
度
上

期
に
１
０
１
２
、
17
年
度
下
期
に

は
１
５
０
０
へ
上
昇
。
成
長
の
為

の
本
業
支
援
先
数
も
、
16
年
度
下

期
の
１
８
３
か
ら
17
年
度
上
期
に

６
４
４
、
17
年
度
下
期
に
は
８
０

２
と
着
実
に
伸
び
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
17
年
３
月
末
時
に
４
９
８
９

億
円
だ
っ
た
中
小
企
業
向
け
貸
出

金
が
、
18
年
３
月
末
時
に
は
５
２

０
６
億
円
ま
で
増
加
す
る
。

新
サ
ー
ビ
ス
続
々

き
ら
や
か
銀
行
の
本
業
支
援
は

こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
『
地
元

の
「
中
小
企
業
」
と
「
そ
こ
に
働

い
て
い
る
従
業
員
の
皆
さ
ま
」
か

ら
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
と
共

に
活
き
る
』
（
き
ら
や
か
銀
行
）

と
い
う
同
行
の
想
い
を
実
現
す
る

た
め
、
こ
こ
に
来
て
続
々
と
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
取
引
先
企
業
の
福

利
厚
生
を
支
援
し
て
雇
用
の
安
定

を
図
る
『
ふ
っ
く
り
パ
ッ
ケ
ー

ジ
』
。
同
行
は
取
引
先
企
業
と
契

約
し
、
企
業
か
ら
一
定
の
手
数
料

の
支
払
い
を
受
け
る
が
、
あ
く
ま

で
も
同
行
は
企
業
の
従
業
員
に
対

し
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

普
通
預
金
よ
り
高
い
金
利
を
設
定

し
た
預
金
口
座
を
提
供
す
る
ほ
か
、

従
業
員
が
住
宅
や
車
を
購
入
す
る

際
は
特
別
金
利
で
融
資
す
る
。

ま
た
、
同
行
と
取
引
す
る
飲
食

店
や
温
泉
旅
館
な
ど
の
販
路
拡
大

を
支
援
す
る
た
め
、
店
の
紹
介
記

事
と
割
引
券
を
載
せ
た
小
冊
子
を

発
行
し
、
取
引
先
企
業
の
従
業
員

に
配
布
す
る
サ
ー
ビ
ス
ま
で
開
始

し
た
。

さ
ら
に
は
、
『
共
に
活
き
る
パ

ッ
ケ
ー
ジ
』
だ
。
こ
れ
は
、
同
行

が
取
引
先
企
業
の
経
営
者
と
と
も

に
向
こ
う
３
年
間
の
事
業
計
画
を

策
定
し
、
毎
月
チ
ェ
ッ
ク
し
て
計

画
の
達
成
に
向
け
て
本
業
支
援
を

徹
底
す
る
と
い
う
も
の
で
、
い
わ

ゆ
る
専
門
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
だ
。
ふ
っ
く
り
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
と
も
に
19
年
１
月
か
ら

提
供
す
る
。

粟
野
頭
取
は
、
「
厳
し
い
金
融

環
境
が
続
く
な
か
、
銀
行
は
収
入

源
を
貸
出
金
利
息
だ
け
で
な
く
手

数
料
ま
で
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
同
時
に
、
お
客
様
の

要
望
に
充
分
応
え
ら
れ
て
い
な
い

点
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
双
方
の
課

題
を
考
慮
し
て
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
た
」
と
経
緯
を
説
明
す
る
。

人
材
育
成
に
力
点

本
業
支
援
の
新
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
る

同
行
。
だ
が
、
背
景
に
は
知
ら
れ

ざ
る
長
い
準
備
期
間
が
あ
っ
た
。

ま
ず
11
年
か
ら
始
め
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
（
積
極
的
傾

聴
）
だ
。
顧
客
の
本
業
に
関
す
る

話
に
耳
を
傾
け
、
顧
客
の
要
望
を

具
体
的
に
聞
き
出
す
対
話
術
で
あ

る
が
、
同
行
で
は
顧
客
へ
の
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
を
敢
え
て
封
印
し
た

と
い
う
。
そ
の
う
え
で
、
行
内
で

継
続
的
に
研
修
を
実
施
し
、
徐
々

に
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ
。

粟
野
頭
取
は
「
最
初
は
、
販
路

拡
大
や
経
費
削
減
な
ど
、
曖
昧
な

形
で
し
か
お
客
様
の
要
望
を
聞
き

出
せ
て
い
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に

レ
ベ
ル
が
ア
ッ
プ
し
、
い
ま
で
は

行
員
が
集
め
た
事
業
に
関
す
る
ニ

ー
ズ
を
本
部
で
共
有
し
、
営
業
店

と
本
部
が
一
体
と
な
り
、
お
客
様

の
要
望
に
沿
っ
た
提
案
が
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
築
い
て
い
る
」
と

話
す
。

さ
ら
に
、
同
行
で
は
本
業
支
援

の
行
内
認
定
資
格
制
度
を
設
け
て

い
る
。
本
業
支
援
を
行
う
行
員
の

ス
キ
ル
を
１
級
か
ら
９
級
ま
で
割

り
振
り
、
各
行
員
が
高
み
を
目
指

す
仕
組
み
だ
。
評
価
基
準
は
知
識

と
実
績
の
２
つ
。
昇
級
す
る
に
は

双
方
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

き
ら
や
か
銀
行
の
本
業
支
援
は
、

他
行
の
本
業
支
援
と
似
て
非
な
る

も
の
。
い
わ
ば
銀
行
業
か
ら
〝
本

業
支
援
業
〞
へ
の
業
容
転
換
と
言

え
よ
う
。
今
後
の
展
開
に
期
待
が

高
ま
る
ば
か
り
だ
。

銀行業から〝本業支援業〟へ

きらやか銀行の業容転換

Company Profile

社名 きらやか銀行

本店所在地 山形県山形市旅篭町3-2-3

設立 2007年

資本金 227億円

経常収益 216億円（2018年3月期）

従業員数 971人

https ://www.k i rayaka .co . jp

人口減少に超低金利。地域金融は構造不況のさなかにあるが、
山形のきらやか銀行は本業支援に舵を切り、着実に前進している。

プロフィール●粟野学代表取締役頭取
1956年山形県生まれ。79年東北大学法学部卒後、
山形相互銀行（現きらやか銀行）に入行。2007年代表
取締役専務に就任し、08年より現職。経営統合した
仙台銀行との共同持株会社、じもとホールディングスの
代表取締役社長を兼務する。
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市
販
の
薬
剤
の
製
造
か
ら
始
め
、

や
が
て
医
師
の
処
方
す
る
医
療

用
医
薬
品
へ
と
業
容
を
拡
げ
る

の
だ
が
、
新
薬
の
開
発
は
莫
大

な
投
資
を
要
す
る
一
大
事
業
だ
。

失
敗
の
リ
ス
ク
は
大
き
い
。
そ

こ
で
同
社
は
、
61
年
よ
り
一
貫

し
て
後
発
医
薬
品
、
い
わ
ゆ
る

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
研
究

開
発
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、

厚
生
労
働
省
の
承
認
を
得
て
発

売
さ
れ
、
新
薬
と
同
じ
有
効
成

分
を
同
一
量
含
み
、
品
質
、
効

き
目
、
安
全
性
が
同
等
な
医
薬

品
の
こ
と
。
ゼ
ロ
か
ら
成
分
探

索
を
行
う
必
要
が
な
く
、
臨
床

試
験
な
ど
の
実
験
過
程
も
概
ね

免
除
さ
れ
る
た
め
、
新
薬
と
比

べ
、
開
発
費
用
は
数
百
分
の
１

に
抑
え
ら
れ
る
。

福
井
県
あ
わ
ら
市
に
本

拠
を
構
え
る
小
林
化

工
は
、
市
内
に
５
つ

の
工
場
と
１
つ
の
研
究
所
を
保

有
し
、
２
６
３
品
目
に
及
ぶ
医

薬
品
を
製
造
。
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
全
国
８
つ
の
営
業
拠
点

で
拡
販
し
、
中
堅
製
薬
会
社
と

し
て
存
在
感
を
高
め
て
い
る
。

そ
ん
な
同
社
が
創
業
し
た
の

は
戦
後
間
も
な
い
１
９
４
６
年
。

と
は
い
え
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
構
成
す
る
の
は
、
特

許
の
切
れ
た
有
効
成
分
だ
け
で

は
な
い
。
数
種
類
の
添
加
剤
と

調
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
特
許
切
れ
は
あ
く
ま

で
も
有
効
成
分
の
み
で
、
添
加

剤
の
種
類
や
処
方
内
容
は
公
開

さ
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
同

社
の
小
林
広
幸
社
長
は
、
「
当

社
の
よ
う
に
長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
が
な
け
れ
ば
、
開
発
は

容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
な

い
」
と
自
信
を
見
せ
る
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
２
０
０

０
年
に
入
っ
て
か
ら
だ
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
に
向

け
た
政
府
の
後
押
し
が
加
速
。

07
年
に
は
厚
労
省
が
『
後
発
医

薬
品
の
安
心
使
用
促
進
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
で
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
目
標
を

掲
げ
、
患
者
や
医
療
関
係
者
の

利
用
を
促
し
た
。

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
同
社

は
08
年
頃
か
ら
飛
躍
を
遂
げ
る
。

翌
年
以
降
、
福
岡
市
や
仙
台
市
、

大
阪
市
、
札
幌
市
な
ど
へ
営
業

拠
点
を
配
置
。
そ
の
後
、
福
岡

市
と
大
阪
市
の
営
業
所
を
支
店

に
格
上
げ
し
、
東
京
支
店
と
合

わ
せ
、
３
支
店
５
営
業
所
体
制

で
全
国
へ
展
開
し
た
。
売
上
高

は
07
年
度
の
69
億
円
か
ら
10
年

間
で
５
倍
余
り
伸
び
、
17
年
度

は
３
４
８
億
円
で
推
移
。
医
薬

品
の
品
目
は
２
６
３
品
目
に
の

ぼ
り
、
糖
尿
病
薬
や
脂
質
異
常

症
治
療
薬
、
血
圧
を
調
整
す
る

降
圧
薬
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

向
け
の
製
品
か
ら
、
ア
レ
ル
ギ

ー
用
薬
、
抗
が
ん
剤
ま
で
扱
う
。

と
も
あ
れ
、
競
争
の
激
し
い

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
業
界
で
、

同
社
は
な
ぜ
安
定
し
た
成

長
を
持
続
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
か
。

小
林
社
長
は
、「
散
剤
を

錠
剤
化
し
た
製
剤
を
98
年

に
発
売
し
た
の
を
機
に
、

『
ユ
ー
ス
フ
ル
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
』
と
し
て
、
服
用
し

や
す
い
薬
剤
の
開
発
に
力

を
入
れ
た
。
そ
れ
が
評
価

さ
れ
、
他
社
と
の
差
別
化

に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

例
え
ば
、
水
な
し
で
飲
め
る

口
腔
内
崩
壊
錠
で
は
30
秒
以
内

に
錠
剤
が
崩
壊
す
る
よ
う
基
準

を
設
け
た
り
、
薬
剤
の
外
装
や

ラ
ベ
ル
の
見
や
す
さ
を
工
夫
し

て
誤
認
を
防
い
だ
り
、
創
意
工

夫
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
。
つ

ま
り
、
類
似
品
と
思
わ
れ
る
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
開
発
に

お
い
て
も
、
同
社
は
常
に
独
自

性
を
追
求
し
、
そ
れ
が
差
別
化

商
品
を
生
む
素
地
と
な
っ
た
の

だ
ろ
う
。

設
備
投
資
に
も

独
自
色

一
方
で
、
設
備
投
資
に
も
独

自
色
が
伺
え
る
。

小
林
社
長
は
、
「
近
年
の
診

断
技
術
の
向
上
で
、
よ
り
初
期

の
が
ん
が
発
見
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
、
抗
が
ん
剤
の
需
要
が

上
昇
し
て
い
る
」
と
し
、
12
年
、

あ
わ
ら
市
内
に
抗
が
ん
剤
製
造

専
用
の
工
場
を
新
設
。
敷
地
面

積
６
０
０
㎡
余
り
の
小
型
施
設

な
が
ら
建
設
費
が
数
十
億
円
規

模
に
及
ん
だ
の
は
、
作
業
員
や

周
辺
環
境
が
薬
剤
に
曝
さ
れ
な

い
よ
う
、
作
業
の
全
て
を
隔
離

さ
れ
た
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
ー
内
で

行
い
、
建
物
自
体
を
陰
圧
制
御

し
て
い
る
特
殊
構
造
の
た
め
だ
。

し
か
し
そ
れ
が
功
を
奏
し
た

よ
う
で
、
小
林
社
長
は
、
「
抗

が
ん
剤
の
製
造
を
海
外
企
業
に

委
託
す
る
選
択
も
あ
っ
た
が
、

自
社
で
開
発
し
た
お
か
げ
で
開

発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
自
由
に
組

む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、

特
殊
な
施
設
ゆ
え
、
大
手
製
薬

企
業
か
ら
共
同
開
発
の
依
頼
も

舞
い
込
ん
で
き
た
」
と
し
、

「
こ
の
案
件
は
す
で
に
商
品
化

に
漕
ぎ
つ
け
、
独
占
販
売
で
き

て
い
る
」
と
胸
を
張
る
。

さ
ら
に
16
年
に
は
、
あ
わ
ら

市
内
に
総
額
１
０
０
億
円
投
じ

て
内
服
固
形
薬
剤
製
造
用
の
工

場
を
建
設
し
た
。
清
間
第
二
工

場
と
呼
ば
れ
る
こ
の
工
場
は
、

薬
剤
の
製
造
や
梱
包
を
行
う
ラ

イ
ン
を
垂
直
化
し
た
こ
と
が
特

徴
で
、
日
本
で
は
前
例
が
少
な

い
よ
う
だ
。
一
般
的
な
医
薬
品

の
製
造
ラ
イ
ン
は
、
水
平
に
展

開
さ
れ
、
途
中
で
人
力
に
よ
る

搬
送
が
伴
う
が
、
同
工
場
で
は
、

薬
剤
を
ラ
イ
ン
上
部
か
ら
重
力

に
任
せ
て
移
動
さ
せ
る
た
め
、

搬
送
が
容
易
に
な
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
受
注
か
ら
出
荷
ま
で
７

日
程
度
か
か
っ
て
い
た
も
の
を
、

３
〜
４
日
へ
短
縮
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

こ
の
他
、
同
業
他
社
に
先
駆

け
て
海
外
へ
展
開
し
た
点
も
独

創
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
71
年
に
台
湾
の
医
薬
品
卸

売
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を

受
け
て
薬
剤
の
輸
出
を
始
め
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
韓
国
や
香

港
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
へ
展
開
。

小
林
社
長
は
、
「
品
質
の
高
さ

は
現
地
で
も
評
価
さ
れ
た
が
、

中
国
製
や
イ
ン
ド
製
と
比
べ
て

売
価
が
２
〜
３
倍
割
高
に
な
る
。

一
方
で
、
台
湾
や
韓
国
で
は
自

国
製
品
の
保
護
政
策
に
よ
る
影

響
も
あ
る
」
と
苦
笑
し
つ
つ
も
、

「
ま
ず
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

て
展
開
し
、
そ
こ
か
ら
拡
販
に

つ
な
げ
て
い
く
」
と
意
欲
的
だ
。

最
近
は
モ
ン
ゴ
ル
や
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
も
進
出
し
、
「
５
〜
10
年

の
ス
パ
ン
で
じ
っ
く
り
取
り
組

ん
で
い
く
」
（
小
林
社
長
）
と

強
調
し
た
。

今
後
の
展
望
と
し
て
、
小
林

社
長
は
、
「
注
射
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
製
品
に
転
換
す
る
医
療

機
関
も
多
い
の
で
、
３
年
後
を

目
途
に
注
射
薬
工
場
を
建
設
す

る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
競
合

他
社
が
少
な
い
分
野
だ
か
ら
こ

そ
意
味
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

独
創
を
追
求
し
て
躍
進
し
て

き
た
小
林
化
工
。
今
後
の
展
開

に
注
目
だ
。

（右上）抗がん剤製造専用工場である『オンコ
ロジーセンター』  

（左上）清間第二工場は、財務省の開催する
全国財務局長会議で、北陸地域の先端技術
活用事例として紹介されている

（左下）このほど本社屋を新築し、19年1月より
稼働する。部署間の仕切りを排して社内交流
の活性化を図ったほか、消費エネルギーを通
常の約50％とすることを目指す『ZEB Ready』
を実現

オンコロジーセンター内の作業は、全てアイソレーター内で行われる

小林広幸社長

飽くなき独創の追求
〝差別化力〟で世界へ展開

小林化工

福井県でジェネリック医薬品を製造する小林化工。
売上げを年々伸ばし、いまや年商３５０億円、

世界を股にかけて事業を展開している。強さの秘密を探る。

企 ー業
カ
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ま
ま
帰
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

そ
こ
で
傅
次
郎
氏
は
大
阪
の
市

場
で
砂
糖
を
買
い
入
れ
、
持
ち

帰
っ
て
奈
良
で
売
っ
た
の
だ
。

砂
糖
は
当
時
珍
し
く
、
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
る
。
瞬
く
間
に
砂

糖
屋
、
傳
次
郎
の
名
は
広
ま
り
、

「
砂
糖
傳
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
つ
し
か

傳
次
郎
氏
は
屋
号
を
「
砂
糖

傳
」
と
改
め
、
砂
糖
の
卸
販
売

に
傾
倒
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
展
開
は
、
現
代
に
例
え

れ
ば
、
創
業
間
も
な
い
卸
売
ベ

ン
チ
ャ
ー
が
果
敢
に
国
際
貿
易

を
は
じ
め
、
高
付
加
価
値
販
売

に
乗
り
出
す
よ
う
な
も
の
だ
。

あ
る
い
は
、
奈
良
に
は
古
く
か

ら
茶
を
嗜
む
文
化
が
あ
っ
て
、

和
菓
子
の
需
要
が
見
込
め
た
。

そ
れ
ゆ
え
数
多
い
産
品
の
な
か

か
ら
砂
糖
を
選
び
出
し
、
奈
良

で
独
占
的
に
販
売
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン

砂
糖
傳
増
尾
商
店
が
創

業
し
た
の
は
１
８
５

４
年
。
江
戸
時
代
の

末
期
だ
。
奈
良
の
農
村
で
育
っ

た
増
尾
傳
次
郎
氏
が
、
現
在
の

奈
良
市
元
興
寺
町
に
店
を
構
え
、

茶
や
燃
料
用
の
炭
を
売
っ
た
の

が
始
ま
り
だ
っ
た
。

当
時
は
車
な
ど
な
い
。
人
が

茶
や
炭
を
背
負
っ
て
７
里
（
27

・
５
㎞
）
の
山
道
を
歩
い
て
届

け
て
く
れ
た
と
い
う
。
早
朝
に

出
発
し
て
も
店
に
着
く
の
は
昼

過
ぎ
。
彼
ら
が
店
で
冷
た
く
な

っ
た
握
り
飯
を
食
べ
る
さ
ま
を

見
か
ね
て
、
傅
次
郎
氏
は
温
か

い
お
茶
で
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
大

鍋
で
炊
い
た
味
噌
汁
を
振
る
舞

っ
た
。

す
る
と
、
こ
れ
が
評
判
を
呼

び
、
茶
や
炭
を
持
ち
込
む
人
が

続
々
と
訪
れ
、
店
は
た
ち
ま
ち

繁
盛
。
奈
良
で
は
捌
き
き
れ
な

く
な
り
、
茶
や
炭
を
船
に
積
ん

で
大
阪
へ
売
り
に
行
く
。
た
だ

積
み
下
ろ
す
と
船
は
空
。
そ
の

戦
略
が
功
を
奏
し
た
と
も
い
え

よ
う
。

し
か
し
、
仮
に
そ
う
だ
っ
た

と
し
て
も
、
７
里
も
の
山
道
を

毎
日
歩
い
て
茶
や
炭
を
届
け
て

く
れ
る
人
た
ち
を
想
う
傳
次
郎

氏
の
共
存
共
栄
の
精
神
こ
そ
が

成
功
の
源
泉
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
を
傳
次
郎
氏
は
生
涯
忘
れ
ず

に
強
く
胸
に
刻
ん
で
い
た
の
だ

ろ
う
。
事
実
、
６
代
目
の
増
尾

朗
社
長
は
こ
う
強
調
す
る
の
だ
。

「
お
客
様
や
取
引
先
様
に
ど

う
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
と
い

う
観
点
で
事
業
を
組
み
立
て
て

い
る
。
そ
れ
が
正
し
い
こ
と
で

あ
れ
ば
、
最
終
的
に
利
益
は
残

る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
当
社

の
基
本
的
な
考
え
だ
」
。

初
代
傳
次
郎
氏
の
理
念
は
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

揺
ら
が
な
い〝
三
方
よ
し
〞

そ
の
同
社
が
、
砂
糖
の
販
売

か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
を
始
め
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
１
９
８
８
年
、

『
奈
良
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
』
の

開
催
に
ち
な
ん
で
新
商
品
の
発

売
を
試
み
て
い
た
頃
だ
。
東
大

寺
の
別
当
を
務
め
た
清
水
公
照

氏
が
昔
の
茶
色
い
米
飴
が
懐
か

し
い
と
話
し
た
こ
と
を
聞
き
入

れ
て
、
当
時
ほ
と
ん
ど
流
通
し

て
い
な
か
っ
た
米
飴
の
商
品
化

を
進
め
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
自
社
で
商
品
を
製
造

す
る
考
え
は
最
初
か
ら
な
か
っ

た
。
増
尾
社
長
は
、
「
取
引
先

に
お
菓
子
屋
さ
ん
が
多
数
お
ら

れ
る
状
況
で
、
当
社
が
商
品
を

つ
く
る
と
い
う
選
択
肢
は
な
い
。

あ
く
ま
で
も
当
社
の
立
ち
位
置

は
、
砂
糖
と
い
う
原
材
料
を
扱

う
卸
問
屋
だ
」
と
き
っ
ぱ
り
。

そ
し
て
同
社
は
、
取
引
先
で

水
飴
を
製
造
し
て
い
た
三
重
化

糧
に
昔
な
が
ら
の
手
法
を
用
い

た
米
飴
の
製
造
を
依
頼
し
、
誕

生
し
た
の
が
『
御
門
米
飴
』
で

あ
る
。

こ
の
御
門
米
飴
。
人
気
商
品

で
、
い
ま
で
も
売
れ
行
き
は

上
々
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
、

こ
こ
か
ら
派
生
し
て
次
の
新
商

品
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
米
飴
は
、
米

を
麦
芽
で
糖
化
さ
せ
て
つ
く
る

た
め
、
独
特
の
風
味
が
出
る
。

そ
の
風
味
を
活
か
し
て
金
平
糖

を
開
発
す
る
計
画
が
持
ち
上
が

っ
た
。
た
だ
、
こ
の
時
も
、
同

社
は
取
引
先
の
金
平
糖
メ
ー
カ

ー
、
大
阪
糖
菓
に
製
造
を
委
託

し
、
自
社
製
造
は
避
け
る
の
だ
。

こ
の
展
開
に
つ
い
て
、
増
尾

社
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

「
我
々
は
１
６
０
年
以
上
甘

味
を
調
達
し
、
１
６
０
年
以
上

に
わ
た
っ
て
お
菓
子
屋
さ
ん
は

じ
め
様
々
な
職
人
の
方
々
と
お

付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
こ
で
目
利
き
能
力
は
磨
き
上

げ
た
つ
も
り
だ
。
だ
か
ら
、

我
々
が
厳
選
し
た
原
料
、
そ
し

て
我
々
が
製
造
を
お
願
い
さ
せ

て
い
た
だ
く
お
菓
子
屋
さ
ん
の

技
術
、
両
者
が
組
み
合
わ
さ
れ

ば
、
必
ず
価
値
の
高
い
商
品
に

仕
上
が
る
と
自
負
し
て
い
る
。

そ
れ
が
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
く
最
良
の
方
法
な
の
だ
」
。

た
と
え
、
業
容
拡
大
を
図
っ

て
も
、
常
に
取
引
先
と
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
の
利
益
を
第
一
義
と

す
る
砂
糖
傳
増
尾
商
店
。
そ
の

揺
ら
が
な
い
ス
タ
ン
ス
こ
そ
が
、

１
６
４
年
に
及
ぶ
事
業
継
続
の

秘
訣
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

同
社
は
58
年
に
、
自
動
車
教

習
所
『
奈
良
自
動
車
学
校
』
を

設
立
し
、
70
年
に
は
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
運
営
も
始
め
た
が
、

き
っ
か
け
は
砂
糖
の
配
達
に
車

を
使
い
始
め
た
こ
と
だ
っ
た
。

「
車
は
と
て
も
便
利
だ
が
、

正
し
く
使
わ
な
け
れ
ば
危
険
が

伴
う
。
奈
良
に
車
の
扱
い
方
を

学
ぶ
場
所
が
な
か
っ
た
の
で
、

貯
蓄
を
原
資
に
教
習
所
を
つ
く

っ
た
」
（
増
尾
社
長
）
。

〝
三
方
よ
し
〞
の
精
神
は
、

事
業
の
基
本
な
の
だ
ろ
う
。

Tradition & Pride

増尾朗社長

1854年
1858年
1925年
1939年
1952年
1958年

1964年
1970年

1971年
1973年
1978年

1980年
1988年
1993年
1995年
1996年
1998年
2005年
2006年
2009年
2011年
2012年
2013年
2014年
2015年
2016年
2017年
2018年

増尾傳次郎氏が現・奈良市元興寺町で大和茶と炭を販売
屋号を『砂糖傳』と定め、砂糖の販売を本格化

『合名会社増尾商店』へ改組
奈良市内に『奈良砂糖合資会社』を設立
増尾商店と奈良砂糖を合併し法人化、『増尾商店』設立
4代目剛氏、自動車教習所の運営事業に参入
奈良市内に『奈良自動車学校』設立
奈良市内に『増尾商店紀寺支店』開設
5代目徹氏、ガソリンスタンドの運営事業に参入
奈良市内に『カー・サービスエリア・マスオ』設立
奈良市内に『カー・サービスエリア・マスオ大宮店』開設
奈良市内に『カー・サービスエリア・マスオ紀寺店』開設
増尾商店を『砂糖傳増尾商店』に社名変更
カー・サービスエリア・マスオを『マスオ商事』に社名変更
株式会社マスオ綜合事務管理センター（奈良市）設立
砂糖傳増尾商店で初の自社ブランド商品『御門米飴』発売
奈良県生駒市に『マスオ商事南生駒店』開設
奈良市内に『マスオ商事第2阪奈中町I.C店』開設
奈良県天理市内に『マスオ商事天理南店』開設 
奈良市内に『マスオ商事薬師寺東店』開設
奈良自動車学校とマスオ商事を合併、『奈良自動車学校』に 
奈良市内に『マスオ商事阪奈宝来店』開設
奈良市内に『マスオ商事ニコニコレンタカー大宮店』 開設
自社ブランド商品『奈良こんふぇいと』発売
奈良市内に『マスオ商事マスオカーズ紀寺工場』開設
奈良市内に『マスオ商事マスオカーズ大安寺店』開設
朗氏が6代目社長に就任
グループのマスコットキャラクター『ならまちこ』誕生
奈良市内に『マスオ商事新大宮店』開設  
奈良市内に『マスオ商事法華寺町店』開設

『Premium御門くぅへん』発売

～マスオグループ 164年の歩み～

顧客奉仕こそ第一義
自社の利益は二の次

時は安政元年、激動の幕末期。
農家の次男、増尾傳次郎は奈良でお茶屋を開いた。
やがて砂糖を売り始めると、お客から評判で、
砂糖屋の傳次郎、略して「砂糖傳」と親しまれる。
あれから１６４年、いまも傳次郎の魂は息づいている。

砂糖傳増尾商店

Company Profile

社名 砂糖傳増尾商店
本店所在地 奈良県奈良市元興寺町10

創業 1854年
設立 1952年

資本金 3200万円（グループ8700万円）
年商 4億円（グループ65億円）

従業員数 13人（グループ147人）

http ://www.satouden.com　　

昭和初期の本店

米飴・金平糖・
バームクーヘンなどの
商品も人気だ

伝統を重んじる姿勢が本店の外観
にも表れている

店頭販売でも、商品の背景にある伝統を
熱く説明
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足
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
高
齢
者
は
意
外
と

多
い
。
む
く
ん
だ
り
、

腫
れ
上
が
っ
た
り
、
病
気
で
変

形
し
て
い
た
り
。
既
成
の
靴
は

履
き
づ
ら
く
、
無
理
に
履
い
て

も
、
足
に
合
わ
な
い
か
ら
転
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

そ
ん
な
高
齢
者
の
悩
み
を
解

消
し
よ
う
と
、
ケ
ア
シ
ュ
ー
ズ

を
１
９
９
５
年
に
日
本
で
最
初

に
つ
く
っ
た
の
が
、
香
川
県
さ

ぬ
き
市
に
本
社
を
構
え
る
徳
武

産
業
だ
。
価
格
も
安
い
も
の
は

１
足
３
８
０
０
円
程
と
お
手
頃

で
、
販
売
数
は
上
昇
。
い
ま
で

は
年
間
１
３
０
万
足
、
２
０
１

８
年
７
月
期
の
売
上
高
は
24
・

８
億
円
に
達
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
体
制
を
築
く

ま
で
に
は
、
い
く
つ
も
の
試
練

が
あ
っ
た
。

徳
武
産
業
は
１
９
５
７
年
、

十
河
孝
男
会
長
の
義
父
に
あ
た

る
徳
武
重
利
氏
が
手
袋
の
縫
製

工
場
と
し
て
創
業
し
た
の
が
最

初
だ
。
や
が
て
、
旅
行
用
の
ス

リ
ッ
パ
や
学
童
用
の
室
内
シ
ュ

ー
ズ
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
り
、

業
績
は
堅
調
だ
っ
た
。

し
か
し
、
84
年
に
初
代
の
徳

武
氏
が
急
逝
し
、
２
代
目
の
十

河
会
長
の
代
に
な
る
と
、
取
引

先
の
大
手
靴
メ
ー
カ
ー
が
海
外

に
製
造
拠
点
を
移
し
始
め
、
既

存
の
下
請
け
製
造
だ
け
で
は
、

将
来
性
が
見
出
せ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
十
河
会
長
は

新
規
事
業
の
立
ち
上
げ

を
模
索
し
て
い
た
の
だ

が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

高
齢
者
用
の
靴
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

特
別
養
護
老
人
施
設
を

運
営
す
る
知
人
か
ら
、

足
先
が
上
が
ら
ず
平
地

で
も
躓
い
て
転
倒
す
る

高
齢
者
の
た
め
に
専
用

の
靴
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
依
頼
を
受
け
る
の
だ
。 

実
際
、
十
河
会
長
が
施
設
に

赴
い
て
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、

「
足
の
む
く
み
や
外
反
母
趾
、

リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
症
状
を
抱
え

て
い
る
高
齢
者
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
な
か
に
は
、
糖
尿
病
を

患
っ
て
、
足
が
２
倍
以
上
に
膨

れ
上
が
っ
て
い
る
人
や
、
左
右

で
足
の
長
さ
が
違
う
人
ま
で
い

た
」
（
十
河
会
長
）
。

こ
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に

し
た
十
河
会
長
は
、
使
命
感
に

か
ら
れ
、
高
齢
者
用
の
靴
の
開

発
を
始
め
よ
う
と
決
意
す
る
。

だ
が
、
当
時
の
同
社
に
は
、
ス

リ
ッ
パ
や
学
童
用
の
室
内
シ
ュ

ー
ズ
を
つ
く
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ

っ
て
も
、
靴
の
製
造
技
術
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
熟
練
の
技
術

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
呼
ん
で
技
術

指
導
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

靴
の
か
か
と
を
安
定
さ
せ
た

り
、
高
齢
者
の
歩
行
を
考
慮
し

て
、
靴
の
先
端
に
適
度
な
反
り

を
持
た
せ
、
躓
き
に
く
い
形
状

に
し
た
り
、
開
口
部
を
広
く
し

て
履
き
や
す
く
し
た
り
、
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
。

〝
規
格
外
〞の
左
右
違
い

そ
し
て
よ
う
や
く
技
術
を
習

得
し
、
製
品
の
仕
様
が
固
ま
っ

て
き
た
時
だ
。
十
河
会
長
は
、

「
お
客
様
が
左
右
の
靴
サ
イ
ズ

を
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
」
と
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
。

施
設
の
高
齢
者
は
、
靴
を
購

入
す
る
と
、
左
右
サ
イ
ズ
の
違

う
足
に
合
わ
せ
て
靴
下
を
重
ね

履
き
し
、
な
か
に
は
靴
に
詰
め

も
の
を
す
る
人
ま
で
い
て
、
そ

れ
が
原
因
で
転
倒
し
て
い
た
。

質
素
倹
約
の
時
代
に
育
っ
た
高

齢
者
は
サ
イ
ズ
違
い
の
靴
を
２

足
買
っ
て
片
方
を
捨
て
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
な
ど
で
き
ず
、

そ
う
し
た
事
情
を
十
河
会
長
は

よ
く
知
っ
て
い
た
わ
け
だ
。

だ
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
技
術

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
断
固
反
対
だ

っ
た
。
無
理
も
な
い
。
靴
は
ペ

ア
で
売
る
の
が
常
識
。
左
右
サ

イ
ズ
違
い
の
靴
を
売
る
メ
ー
カ

ー
な
ど
、
ど
こ
に
も
存
在
し
な

い
。ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
「
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
必

ず
会
社
は
潰
れ
る
」
と
ま
で
言

わ
れ
た
が
、
十
河
会
長
は
折
れ

ず
に
説
得
し
た
。

結
局
、
十
河
会
長
の
〝
規
格

外
〞
の
発
想
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
受
け
入
れ
、
管
理
の
仕
組
み

を
考
案
。
そ
し
て
、
最
初
か
ら

靴
を
左
右
片
方
ず
つ
製
造
し
、

そ
れ
ぞ
れ
サ
イ
ズ
別
に
保
管
し

て
、
出
荷
前
に
左
と
右
を
組
み

合
わ
せ
る
と
い
う
独
自
の
管
理

体
制
を
築
く
。
年
間
１
３
０
万

足
出
荷
す
る
現
在
で
も
、
同
社

は
左
右
サ
イ
ズ
違
い
の
要
望
に

応
え
て
い
る
。

「
心
を
届
け
る
」

こ
う
し
て
２
年
に
わ
た
る
開

発
期
間
を
経
て
、
同
社
は
95
年

に
あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ
を
発
売
し

た
が
、
十
河
会
長
は
、
妻
の
ヒ

ロ
子
氏
と
二
人
三
脚
で
開
発
に

専
念
し
た
た
め
、
経
営
が
悪
化
。

95
年
７
月
期
は
売
上
高
が
前
期

比
30
％
減
2.6
億
円
ま
で
落
ち
込

み
、
２
０
０
０
万
円
の
赤
字
に

陥
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
い
ま
振
り
返
れ
ば
、

こ
れ
は
い
い
刺
激
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
十
河
会
長
は

翌
年
か
ら
管
理
と
販
売
に
力
を

入
れ
、
全
国
各
地
の
老
人
ホ
ー

ム
や
特
別
老
後
施
設
に
あ
ゆ
み

シ
ュ
ー
ズ
の
製
品
カ
タ
ロ
グ
を

送
付
す
る
と
と
も
に
、
電
話
を

か
け
て
必
死
に
売
り
込
ん
だ
。

す
る
と
、
問
い
合
わ
せ
は
殺
到
、

翌
96
年
７
月
期
に
は
あ
ゆ
み
シ

ュ
ー
ズ
の
販
売
増
が
寄
与
し
、

売
上
高
は
前
期
比
1.6
倍
の
４
億

円
と
、
Ⅴ
字
回
復
を
遂
げ
る
。

そ
し
て
２
０
０
１
年
に
は
靴

業
界
で
は
画
期
的
な
『
パ
ー
ツ

オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
』
を
開
始
。

左
右
の
足
の
長
さ
の
違
う
人
の

た
め
に
、
靴
底
を
５
㎜
単
位
で

調
整
す
る
な
ど
、
細
か
い
要
望

に
応
じ
る
体
制
を
整
え
た
。

十
河
会
長
は
「
心
の
底
か
ら

お
客
様
を
思
い
や
る
真
心
が
大

事
。
今
後
も
あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ

と
い
う
モ
ノ
に
、
我
々
の
お
客

様
に
対
す
る
心
を
付
加
し
て
売

っ
て
い
く
」
と
熱
く
語
る
。

実
際
、
同
社
で
は
、
施
設
で

寂
し
く
過
ご
す
高
齢
者
に
配
慮

し
て
、
担
当
者
が
商
品
に
ハ
ガ

キ
を
同
封
し
た
り
、
商
品
購
入

後
２
年
間
は
顧
客
に
誕
生
日
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
送
っ
た
り
、〝
心
〞

を
届
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
顧
客
か
ら
も
手
紙
が
届
き
、

累
計
３
万
通
に
な
る
が
、
十
河

会
長
は
「
こ
れ
は
宝
だ
」
と
い

っ
て
す
べ
て
大
事
に
保
管
し
て

い
る
。

あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ
は
心
の
こ

も
っ
た
温
か
い
靴
な
の
だ
。

い
た
わ
る
心
が
つ
く
り
あ
げ
た

温
も
り
の
ケ
ア
シュ
ー
ズ

［徳武産業］

つ く り び と の

技 魂と

お
年
寄
り
向
け
の
転
ば
な
い
靴
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
か
。名
は『
あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ
』。

製
品
に
は
心
優
し
い
つ
く
り
び
と
の
想
い
が
つ
ま
っ
て
い
る
。

Company Profile

社名 徳武産業
本店所在地 香川県さぬき市大川町富田西3007

創業 1957年
設立 1966年

資本金 1000万円
売上高 24.8億円（2018年7月期）

従業員数 71人

https ://www.tokutake .co . jp

左右サイズ違いに対応するため、靴は左右それぞれ分けて管理（左上）。パーツオーダーは本社で対応。細かい要望に
応じて一つひとつ縫製していく（左下）。赤やピンクにベージュなど、あゆみシューズはカラー展開も豊富（右）

店のスタッフは、丁寧に応対しつつも、顧客の足の悩みには細
部にわたってヒアリングする

「日々自然に感謝」との考えから本社敷地には多数の
草木

靴
と
い
う
商
品
に

お
客
様
に
対
す
る
真
心
を

付
加
し
て
提
供
す
る

十河孝男会長
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──入行当初の状況は？
最初に配属されたさつきが

丘支店ではまず預金の後方
事務を任された。当行の業務
は主に、預金、貸付、渉外活
動による営業の３つだが、私の
場合、１年目は預金、２年目は
貸付、３年目から外回りの営
業だった。これは決まった新人
育成の流れではなく、貸付か
ら始まることもあれば、預金の
後方事務を続ける場合もある。
ともあれ、最初の配属先で銀
行員としての基礎を叩き込ま
れた。
外回りで訪ねるお客様は企
業や個人事業主で、先輩から
引き継いだ営業先をひたすら
回ったが、当時は新米で融資
提案の知識もなく、未熟だった
と思う。２回目の異動で本部の
営業渉外課に配属され、今で
いうビジネスマッチングに携わ
ることとなった。その後いくつか
の支店を経験し、松戸新田支
店に移ったが、この支店は途
中からビジネスマッチングを
業務の柱に据えた『ソリューシ
ョン営業』に特化した店舗へ
と転換。経営資源の効率的な分配を目
的に融資などは別の支店に任せるという
趣旨だった。この時に今でも提携関係の
あるお客様との繋がりを築いた。

──ビジネスマッチングの要点は？
引き出しの多さとスピードだ。自分が
勧めたいものを一方的に勧めても、お客
様には響かない。お客様に必要な情報
を提案するには、引き出しを多く持ってお
くべきだ。さらにお客様は多くの金融機
関と取引がある。先を越されないために
迅速な対応も求められる。そもそもお客
様との信頼関係は不可欠だ。マッチン
グのニーズのなかには、会社の経営改
善のほか、事業承継などの悩みもあるの
で、経営者の方の考えを突っ込んで聞

──なぜ貴行を志望した？
千葉県で生まれたが、幼少期に親の
転勤で愛知県に来て以来、高校卒業ま
で愛知県で過ごした。長男の私は、いず
れは家督を継ぐつもりで、地
元の企業に就職しようと思い、
１９９５年に大学を卒業した後、
当行に入行した。銀行であれ
ば転勤は少ないだろうし、大学
で経営学を学んでいたので、
その知識を活かせると思ってい
た。そもそも、愛知銀行には堅実
な企業という印象があって、それ
は入行後も変わっていない。

──入行時から現在までの
仕事内容は？
最初の配属先は名古屋市

中村区にある岩塚支店で、半
年間は定期預金を案内させ
ていただき、その後は融資の
担当を１年半務め、現在の仕
事に繋がる渉外の役目を担っ
た。
今は、地方銀行が預金や
融資、為替だけを扱っていれ
ばよいという時代ではないし、単
に「お金を借りてください」とだ
け話すこともない。お客様が何
を求めているのかを探り、様々
な提案をする過程で資金が
必要な場合に当行をご利用い
ただくための営業をしている。

──日々の仕事で心掛けて
いることは？
２つある。１つは、お客様が求めるもの
を提案するために、常に学び続ける姿勢
でいること。お客様が興味のある話題に
ついて、こちらが何も知らなければ、そこで
話が終わってしまう。時代の変化を読み、
広く浅くにはなってしまうが、様 な々知識を
蓄えるようにしている。
今でこそ、同世代、あるいは年下の経

営者の方とお会いする機会も増えたが、
入行してから数年後に、外回りを始めた

く必要があり、そこには信頼関係が必須
だ。

──信頼はどのように得る？
日々の積み重ねに尽きる。お客様のと

ころに足繁く通い、事業への考え方につ
いて意見交換したり、時には趣味の話も
したり、当たり前だが、それが大事。そう
すればお客様の悩みが分かってくるの
で、提案にも満足していただけるようにな
る。その繰り返しでしか信頼関係は生ま
れない。特別な王道などない。ぶれない
基本を追求するしかない。

──経験で得たスキルは？
スキルと呼んで良いのか分からない
が、きちんと話し合い、提案するという過

ばかりの頃は、自分より遥かに年上の経
営者の方に何を話せばよいのか全く分
からなかったし、お客様が何を言いたい
のかも理解できず、とても苦労した。

もう１つは、お客様のことを知ろうとする
気持ち、仲良くなろうとする気持ちだ。例
えば、代表者の挨拶と創業理念がホー
ムページ上に記載してあれば、必ず読
んで頭に入れておく。お会いする際にそ
の内容を話すと「見てくれていたんだね」、
「よく調べているね」と言ってくださる。お
客様は嫌な気持ちにはならない。
かつて失敗もした。経営に行き詰まって

いたお客様とお会いした際、自分では普

程を地道に繰り返せることだろうか。その
ために引き出しの多さが重要だが、引き
出しを増やすために常時勉強は欠かさ
ない。それでも我々にないノウハウが必
要で、当行と提携しているお客様のなか
で専門分野に精通した企業を探し、お
客様同士で協力していただくよう斡旋す
る。だからお客様との繋がりは大切だ。

──いつやりがいを感じる？
目標をやり遂げた時。そして部下が仕
事で達成感を持ってくれた時だ。若いう
ちは一生懸命仕事をするしかないので、
部下の努力が成果に結びつく環境をつ
くることが私の役割だ。
仕事を通じて幸せになるということは重
要。若い頃は、日曜の夕方にもなると、翌
日の出勤のことで憂鬱だったが、いつの
間にかそういう感覚はなくなった。それは
経験を積んで余裕が出てきたということ
だけでなく、周囲の幸せも気にかかるも
ので、職場の雰囲気がいいと皆それなり
に幸せなのだろうという思いになり、それ
がストレスの低減につながっている。

──仕事上の課題は？
部下が苦手を克服できるようにと思う。
彼らが苦手な業務に直面した時、ストレ
スに襲われるわけだが、それは自分で乗
り越えるしかないので、然るべき環境づく
りは私の課題だ。だが、銀行は異動で
職場環境がしばしば変化し、社員の考
え方も時を経て変わるので、その時々で
お互いに合わせていく必要がある。だか
らこれは永遠の課題だ。日頃意識してい
るのは話しかけること。仕事以外の雑談
や冗談など、くだらない話もする。

──今後のビジョンは？
これまでのスタンスを基盤に、一層お
客様や仲間のために働くことに尽きる。基
本線は変えないが、その時々の自分に
満足しないように心掛けている。周りの人
の考え方は少しずつ変わり、関係性も自
然と変わる。そういう意味では変化し続け
なければいけない。

通に会話をしていたつもりだったが、突然
お客様が怒り出してしまったこともある。

──仕事のやりがいは？
法人・個人を問わず様々なお客様に

お会いできることは楽しい。なかには、気難
しい方もいらっしゃるが、どんな方に対して
も、まずはお客様の話に耳を傾けることか
ら始める。
入行３年目に、ある製造業の社長と出

会った。その方は前任の担当者の手に
余るいわゆるワンマンな方で、外回りの経
験がほとんどなかった私には勉強の機会
が必要という理由で、その社長を私が担
当させていただくことになった。
その社長には、伺うたびに「これ知って
いるか、あれ知っているか」と、一般常識
から経営とは全く関係のない話まで、様々
な質問を浴びせられ、そのたびに「分か
りません」と答えては、小言を言われて帰
社するという日々 を繰り返した。
ただ、伺った翌日には、必ず質問の答

えを調べたうえで「こういうことではないでし
ょうか」と連絡するようにしていた。
すると、ある日その社長から突然、「支
店長と一緒に来てほしい」という連絡を受
け、驚いて伺うと、融資をお願いしたいとい
う依頼があった。手形を現金化できる銀
行を探していたようで、「お前だから契約
した」とまでは言われなかったが、契約し
ていただいた時は非常に嬉しかった。今
でもよく覚えている。

──今後のビジョンは？
銀行員になって20年以上経過した

が、この20年の間で銀行の業務内容も
変化してきた。また、最近はお客様が求
める銀行員像が大きく変化していると感じ
ることが多い。変化のスピードに戸惑うこと
もあるが、「お客様のことを真剣に考える」
という基本姿勢は、いつの時代も変わら
ない。
メガバンクだろうが、地銀だろうが、商
品は変わらないのだから、いかに自らを売
り込むかが重要だと思う。そのためにも、
日々 学び続けなければならない。

京葉銀行
鴨川支店
伏見岳志支店長

愛知銀行
小牧西支店
小久保亮渉外副長

基
本
を
貫
き
な
が
ら  

現
状
に
満
足
し
な
い

日
々
是
勉
強
の
精
神
で  

時
代
の
変
化
を
読
み
取
る

プロフィール●1965年北海道生まれ。幼少期に千葉
県へ移住。大学時代は球技サークルの会長として100
名余りの会員を率いた。88年3月中央大学商学部卒
業後、同年4月千葉相互銀行（現・京葉銀行）へ入行。
さつきが丘支店、長浦支店などへ在籍し、2011年古
和釜支店長に就任。八千代緑が丘支店長、松戸新田
支店長を経て17年より現職。

プロフィール●1973年千葉県生まれ。95年立命館大
学経営学部卒業後、同年４月に愛知銀行へ入行。岩
塚支店、荒尾支店、個人部、藤が丘支店、豊田浄水支
店を経て、2017年より小牧西支店に勤務し、渉外副長
を務める。

秀逸バンカーの
仕事観期待の 逸 材

期待の 逸 材
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──入行当初の状況は？
愛媛県の松山支店で外国

為替業務や融資係を３ヵ月程
経験した後、法人のお客様を
回らせていただいた。松山支
店では、偶然にも学生時代に
所属していたハンドボール部
のＯＢ会で面識のあった先輩
が直属の上司だったこともあっ
て、上司や先輩には恵まれた。
だから私は失敗を恐れず、
仕事に打ち込めたように思う。
当時はチーム制で、１日１チー
ム２億円の定期預金をお客
様からお預かりするという目標
が与えられ、私は毎日駆けずり
回って20件近く訪問する日もあ
った。
法人のお客様には、特別に

理由がなくても、足しげく訪ね
た。有益な提案などできないか
ら、必死に質問した。お客様に
とって私はただ闇雲に質問す
るだけの銀行員だったように思
うが、丁寧に教えてくださった。

──個人顧客への営業は？
松山支店に２年勤務した

後、高知県の須崎東支店に３
年在籍したが、そこで個人のお客様に資
産運用の提案をさせていただいた。年
配の方も多く、自分を売り込まなければ、
聞き入れてもらえなかった。最初は抵抗も
あったが、徐 に々慣れ、お客様に喜んで
いただいた時はとても嬉しかった。

──スキルをどう磨いた？
私はなかなか自分の仕事に自信が持

てなかった。当行は地元の第一地銀ゆ
え、お客様から相談される機会が多く、
法人のお客様から海外進出の要望を
伺って話が進展することはあっても、私の
提案を起点に商談が進むことはなかっ
たからだ。
そんななか、徳島中央支店に転勤し
た時、たまたま松山支店でお世話になっ

た尊敬する先輩と再び仕事をする機会
に恵まれた。その先輩からはよく、「賢く提
案しようとするな。泥臭くお客様と向き合う
こと。無知であることをお客様にさらけ出
し、その時のお客様の反応と、その次の
銀行員の反応。そこからすべてが始まる」
と言われた。
経営者の方は若い銀行員よりも遥か

に知見が豊富だ。浅い知識で情報を
提供しても響くわけがない。ならば一から
教えていただく。銀行には従来の担当者
が積み上げた情報があり、お客様に対
する見方も銀行内である程度確立され
ているが、今一度お客様の話にじっくりと
耳を傾ける。それをして初めて踏み込ん
だ提案ができるというわけだ。
その後、私はお客様との向き合い方を

改め、３年後に神戸支店へ移った。神戸
には多くの銀行が犇めき合って競争が
激しく、支店には各世代トップクラスの営
業行員がいたので、そこで揉まれながら
徐々に自分の提案法を創り上げていっ
た。

──いつやりがいを感じる？
銀行員は感謝される機会が少ない。
融資も、預金も、資産運用も、銀行がお
客様に感謝するのであって、それは当然
だが、例えば本業支援をさせていただ
き、お客様の会社が成長することがある。
その時はお客様から感謝の声をかけて
いただき、その瞬間、やりがいがふっと込
み上げてくる。

──ビジネスマッチングを成立させる
ポイントは？
型にはまらないこと。お客様の要望は、
販路の拡大や仕入先の確保、不動産
情報の収集、人材の開発・育成といった
ことが多く、銀行も、事業性評価をしてソ
フト分析し、顧客のニーズを提案メニュ
ーに落とし込んでいくのだが、全く異なる
ビジネスを次々にお客様に提案すること
も重要だ。提案が的外れであっても、「そ
うではない。私がやりたいのはこういう事
業だ」と、お客様が意見を語ってくだされ
ば、それはお客様の考えを知る機会にな
るし、場合によっては、お客様がぼんやり
と描いていた新構想がより鮮明になること
もある。固定観念に捉われないことが肝
要だ。

──今抱えている課題は？
たくさんあるが、例えば、南海トラフ地
震に対するＢＣＰ（事業継続計画）への
ファイナンススキームなど、新しいことへの
挑戦だ。いつ地震が発生し、被害規模
がどれほどになるか把握できないので、こ
れまで四国銀行では扱ってこなかった。
だが、お客様は当行を頼って相談に

こられている。当行としても、挑戦しなけれ
ば、生き残っていけない。ここは担当の私
が主体的に取り組まなければと思う。

山梨県は、国産のぶどうを国内で
醸造する日本産ワインの生産で
日本一を誇る。県内のワイナリー

の数は2017年3月末時点で全国最多の81
場。2位の北海道と長野県の34場に比べ2
倍以上も多く、山梨はまさに〝ワインの都〟な
のだ。

ただ、ワイナリーオーナーたちは共通の悩
みを抱えていた。生産過程で生じる、ぶどう
残渣の処理である。

赤も白も、ワインは生産の過程で、必
ずぶどう残渣が発生する。このぶどう残
渣は、産業廃棄物ゆえ、許可なく穴を
掘って埋めれば不法投棄だ。産廃業者
に処分してもらわなければならず、大手
ワイナリーほど、毎年処理に大金を投
じねばならなくなる。

ならば再利用すればよいのだが、残
渣には異物が多く含まれ、除去するに
も手間がかかる。そのうえ、加工用の設
備まで必要となれば、ワイナリーオーナ
ーが簡単に手を着けられるものでもな
い。それだけに、「県内だけで、年間1万t以
上の残渣が排出され、その大半は掘った穴
に埋められていた。蠅がたかり、景観上も好
ましくなかった」（中村社長）。

実際、ぶどう残渣の有効活用はこれまで
も考案されてきたようだが、異物の除去や
回収の手間、あるいは設備投資に躊躇し、
どれも挫折したという。

そんななか、中村商事の中村社長は、ワイ

ナリーオーナーの切実な声を耳にし、16年、
ぶどう残渣の再利用への挑戦を決めた。も
ともと同社は、冷凍食品を扱い、冷蔵庫を
保有していたため、残渣の保存が可能だっ
た。さらに、一部自社で生産していた調味料
用の設備を応用できたのだ。また、中村社
長は、「食品卸業者として、販路があり、市場
で何が求められるかも分かっていた」と振り
返る。

ぶどう残渣は
高機能食品

では、中村社長は、集
めたぶどう残渣を何に再
利用したのか。まず、卸
先の企業が独自に加工
できるよう、回収したぶど
う残渣をペースト状にし

た。「ペーストにすれば、ステーキソースや焼
肉のたれ、パスタなど、使う人のアレンジで
何にでも変えられ、汎用性が高い」（中村社
長）からだ。

ペースト化するプロセスは、まず、回収した
残渣から異物を除去し、細菌の増殖を防ぐ
ために電解液で洗浄。その後、煮沸してから
加水し、摩砕機で磨り潰す。真空包装後も
万一のために再度煮沸する。

付加価値を持たせるため、煮沸の際の
温度と時間を調整し、アルコールを3～
5%含ませるのだという。17年には自社
で、アルコールを含むジャムの商品化
に成功し、販売を開始している。

事業化の過程で嬉しい誤算があっ
た。「残渣のペーストには、ポリフェノー
ルの量がワインの2倍、緑茶の6倍ある
ことが分かった。高機能食品として生
まれ変わらせることも可能だ」と中村
社長は目を輝かせる。将来的には食品
のみならず、化粧品への展開も視野に
入れる。また、ペーストではなく粉末に

すれば、汎用性はさらに高まるという。

「パートナー求む」
こうして同社は、地元の産廃業者の協力

を得つつ、ワイナリーオーナーからぶどう残
渣を買い集め、再利用を展開。17年の回収
量は数百㎏にとどまったが、ワイナリーオー
ナーの間で噂が広まり、18年は約15tも回
収したという。

中村社長は「皆困っているので、県内の
残渣の処分量をゼロにしたい」と野心を語
り、こう続ける。

「当社だけでは難しく協力業者が必要だ。
まずはこの事業モデルを認めてもらう必要
がある。循環型社会の見本になりたい」。

18年8月末、山梨県から18年度経営革
新計画の承認を受けた。同社の挑戦はまだ
始まったばかりである。

四国銀行
本店営業部
コンサルティング営業グループ
掛橋勇人副調査役

固
定
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プロフィール●1981年東京都生まれ。幼少期に高知県
へ移住。学生時代は中・高・大学でハンドボール部に
所属し、高校時には高知県代表でインターハイに出場。
2005年3月高知大学理学部卒業後、同年4月四国銀
行へ入行。松山支店、須崎東支店、徳島中央支店を経
て、神戸支店に配属。14年主任、15年支店長代理に
就任し、17年より現職。

秀逸バンカーの
仕事観期待の 逸 材

ワインの都で生まれた
ぶどう残渣の再利用技術
食品卸業の中村商事（山梨県都留市、中村文昭社長）が、ワインの生産で廃棄されていた
ぶどう残渣を再利用する手法を編み出した。〝ワインの都〟が長年抱えていた課題の解決に挑む。

食べるワインとしてジャムを商品化し販売している

食
農

ぶどう残渣 中村文昭社長
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コアラネット運営事務局
〒163-1431 東京都新宿区西新宿3-20-2 東京オペラシティビル31階
株式会社ウエストエネルギーソリューション内 コアラネット運営事務局
Tel.03-5353-6868（受付時間：平日10:00～18:00 土日祝日、年末年始を除く）

進む“脱炭素化”
世界の潮流に
乗り遅れるな！
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企業家のための地域経済誌
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